2-17 

2-18 


2-19 

2-20 

2-21 


親機の電話帳に登録ずる 

親機の電話帳に登録ずる . 

親機の電話帳を修正ずる . 

親機の電話帳を消去する . 

親機の電話帳で電話をかける 

相手の方を選んで電話をかける…… 
相手のちの名前で検索して電話をかける 

テ機の電話帳に登録ずる 

モ機の電話帳に登録ずる . 

子機の電話帳を修正する . 

子機の電話帳を消まする . 


親機と子機の間でお話しずる（内線通話） 

親機からテ機を呼び出してお話しする…… 2-32 
テ機から親機を呼び出してお話しする…… 2-33 
電話をとりつぐ（とりつぎ転送） 

親機からテ機へ電話をとりつぐ .2-34 

テ機から親機へ電話をとりつぐ .2-35 

電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり転送） 

親機からテ機へとりつぐ .2-36 

テ機から親機へとりつぐ .2-36 

テ機から他の子機へとりつぐ .2-36 


通話中にお待たせずる（保留） 

親機で通話中にお待たせする .2-10 

子機で通話中にお待たせする .2-10 


電話をかけ直ず（再タイヤル) 


親機で電話をかけ直す .2-30 

テ機で電話をかけ直す .2-31 


テ機だけに電話びかかってくるよラにずる 
(優先呼出） 

優先呼出を設定する . 


2-9 


ホットラインダイヤルを利用ずる 

ホットラインダイヤルに番号を登録する••- 2-29 
ホットラインダイヤルで電話をかける 2-29 


電話を受ける 

親機で電話を受ける . 2-5 

子機で電話を受ける . 2-6 

テ機を置いたまま電話をかける/受ける 
(スピーカーホン） 

子機を置いたまま電話をかける . 2-7 

子機を置いたまま電話を受ける . 2-8 


親機と子機の間で電話帳を転送ずる 

親機の電話帳をテ機に転送する .2-24 

テ機の電話帳をすべて親機に転送する .2-25 

テ機の電話帳を1件ずつ親機に転送する••- 2-25 

見てか6ダイヤルを利用ずる 

見てからダイヤルに登録する .2-26 

見てからダイヤルで電話をかける .2-28 


電話をかける 

親機で電話をかける- 
子機で電話をかける- 


モ機の電話帳で電話をかける 

2-2 相手のちを選んで電話をかける .2-22 

2-4 相手のちの名前の頭文字で検索して電話をかける 一 2-23 


TEL 
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「ツー」といラ音び 
聞こるたら 

ダイヤルする 


031234已己78 


画質憎能遇が「 


登留 


♦まちびい電話を防ぐために「ツー」といラ 
音を確かめたあと、正しくダイヤルしてく 
ださい。 

♦巧したボタンの番号をスピーカーの音声で 
お知らせします。（読上げボイスダイヤル 
機能已-已ページ） 

の©® i が、. 

©のみ 
色)®®' 


© 

「イチ」 

TUV 

® 

「ノ饥 

A8C 

@ 

に」 

參 

悼ュウ」 


「サン」 

1己号 

@ 

「ゼロ」 


「ヨン」 

卜—ン 

(0 

「スター」 

蠻 

口」 

© 

「シャ-プ」 

MNO 

@ 

ロク」 

•リけ?レ 4 

「ポーズ」 

PQRS 

けナ」 



3巧手の方とお話 

しする 



•デイスプレイにおよその通話時間を表示しま 
す。 


通話が終わったら 

受話器を戻す 



^電話をかける 

I 視機で電話をかける 


親機で電話をかけるときの操作です。 




電話をかける 


2-2 











































































電話をかける 


■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 電話げかけ百れないときは {防 8-1 1ぺージ） 

■ ほ話中やな留中に巧おファクス受信に切り替わる 
とまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信（防=9-己ぺ一 
ジ）を「なし」にします。 

■ ほ話中にファクスを受信ずるとまは 

親機で通話中のときは g ゴ1、テ機で通話中のとき 
は0を押します。 

■ 読上げボイスダイヤル機能の音量を変えるとさは 

「親機のスピーカー音量を変える」の操作をして 
ください。（咳=1-32ぺージ） 

(読上げボイスダイヤル機能の音量は、親機のス 
ピーカー音量と連動しています。スピーカー音量 
を変えずに読上げボイスダイヤル機能の音量だけ 
を変えることはでをません。） 

■ 読上げボイスダイヤル機能をおなずるとをは 

(防已-已ページ） 

■ 受話器を取6ずに電話をかけるとまは 

を押してからダイヤルします。 
スピーカーから巧手の声び聞こえますので、天気 
予報や時報を聞くとさに便利でず。ただし、巧手 
のちとの通話はでさません。通話するとをは受話 
器を取ってお話しください。 


をお知 S せ 

• 表示される通話時間は59分59秒までです。 

この時間を超えると0秒から新しくカウントされ 
ます。 

• 電話をかけた巧手のちびナンバー-ディスプレイ巧 
応の電話機やファクシミ U で、ナンバー•デイスプ 
レイなどのサービスをご利用のとさは、ご自分の電 
話番号び相手のちに通巧（表示）されます。 

通知ずる/しないは、現なお選びの番号通知ち法 
によって異なります。 

• 読上げボイスの発声中になのダイ" W レボタンを押す 
と、発声中の声を止め、なに押された番号を発声し 
ます。このため、早くボタンを押すと音声び途切れ 
ます。音声を確認してから次のボタンを押すことを 
おずずめします。 



電覇かける 
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電話をかける 


モ機で電話をかける 


テ機で電話をかけるときの操作です。 



操作のしかた 


充電器から取って 

ぶ巧す 


を: 


♦通話ボタンび点なします。 

♦スピーカーホンボタンを押ずとスピーカー 
ホンで通話できまず。（防 2-7 ぺージ） 


「ツー」といラ音び 
聞こ无たら 

ダイヤルする 


ぷ 



♦まちびい電話を防ぐために、ダイヤルする 
とさは、「ツー」音を確かめたあと、正し 
<ダイヤルして < ださい。 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


♦充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

♦通話時間の表示は、約日砂をに消えます。 



■ 途中でやめるとさは 

^ を押します。 

■ 「ピーピ ー J 音が聞こえるときは 
(防 8-30 ベージ） 


をお知6せ 

• ご使用環境によっては子機から電話びかからないこ 
とびあります。かし場所を移動してみてください。 
参親機でコピー中•プリント中のときは、子機で電 
話をかけることはでさません。 

• テ機で電話をかけるとさは、読上げボイスダイヤ 
ル機能は働きません。 



電話をかける 


































電話を受ける 


親機で電話を受ける 


親機で電話を受けるとさの操作です。 




呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 


巧手の方とお話 
しする 


♦ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 

通話時間：1分30秒 
着信通話 


通話び終わったら 

受話器を戻す 




画質唯能 r 


登留 


■ 呼出音の大きさを変えるとさは 

{規傑の呼出音量ををえる咳=1 -27 ぺージ） 

■ ほ話中や巧手の方が巧留中に巧然ファクス受信に 
切日替わるとまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「なし」に 
しまず。（防 9- 日ぺージ） 

■ ほ話中にファクスを受信ずるとまは 
{防 2-3 ぺージ） 


をお知 S せ 

参ナンバー•ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってきたとき、相手のちの覇舌き号などびディス 
プレイに表示されます。 （ B ® ブ-已ぺージ） 

• 表示される通話時間は已9分已9秒までです。この時 
間を超えると0砂から新しくカウントされます。 



操作のしかた 


Is を受ける 


2-5 























































電話をまける 


子機で電話を受ける 


子機で電話を受けるときの操作です。 

電話びかかつて<ると、最初に親機の呼出音び鳴つ 
て、少し遅れてモ機の呼出音び鳴ります。 




呼出音び鳴ったら 

巧電器か6取る 


♦充電器に置いていないとをや、クイック通 
話の設定を rOFF 」 にしているとをは通話 
ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点灯しまず。 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


参充電器に戻さないときは、切ボタンを押し 
ます。 

•通話時間の表示は、約日砂後に消えます。 



巧手の方とお話 
しする 


•ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 




■ 巧出音び鳴つているとさに音を r 切 J にずるとさは 

呼出音び鳴っているとさにを押すと、音び 
「切」になりまず。（親機は鳴り続けます。） 
なに電話びかかってをたとさは、もとの設定して 
いる呼出音び鳴ります。 

■ 巧出音の大きさを変えるとまは 

(モおの呼出音量ををえる1 -30 ぺージ） 


■ ほ話中や巧手の方び巧留中に突然ファクス受信に 
切り替わるとまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「なし」に 
します。（防9-己ぺージ） 

をお知 S せ 

参子機を充電器から取るだけで、通話ボタンを押さ 
なくてち電話を受けることびでさます。（クイッ 
ク通話を設定する咳=已-1己ページ） 

参子機や充電器を設置するときは、親機や PHS / 
携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一緒 
に置かないで < ださい。（でさるだけ離して < だ 
さい。）子機の呼出音び鳴らなくなることびあり 
ます。 

♦ナンバー•ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってさたとさ、相手のちの電話番号などびディス 
プレイに表示されます。 （ i ®=7 -已ページ） 

♦親機でコピー中■プリント中のときは、子機で電 
話を受けることはでさません。また、呼出音ち鳴 
りません。 



電話を受ける 



















® を巧す 


参通話ボタンとがマークび点灯します。 



「ツー」という音び 
聞こえたら 

タイヤルする 


1 

31!3 

45618 

S が 



参まちびい電話を防ぐために、「ツー」とい 
ラ音を確かめたあと、正しくダイヤルして 
ください。 



マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


•マイクから約已日 cm 〜 2 m の範囲内でお話 
しくださし、。 

•通話中は通話時間（目安）を表示します。 


通話が終わったら 

您）を巧す 

♦通話時間（目安）は約日秒後に消えます。 


■ 途中でやめるとさは 

^ を押します。 

■ r ピーピ ー J とい5音び聞こえるとまは 
(防 8-30 ぺージ） 

■ 巧手の方の亩び聞こえにくいとをは 

(モ機のスピーカー音量ををえる防 1-33 ぺ一 
ジ） 


巧"お知6せ 

•子機を持って通話中にスピーカーホンボタンを巧す 
と、スピーカーホンでの通話に切り替えることびで 
をます。（スピーカーホンでの通話に切り替えたあ 
と、テ機を充電器に置くと、通話び切れます。） 

• 巧手の方の声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒び 
しいときは、テ機を取ってお話しください。（テ機 
を充電器に置いていないときは、スピーカーホンボ 
タンを押ずとスピーカーホンは解除されます。） 
♦スピーカーホンボタンを押して、すぐに巧手から 
の電話びつなびったとさは、こちらの岸び相手に 
聞こえないことびあります。 

こんなときは、子機を取ってお話しください。 


子機を置いたまま電齡かける/受ける（スピ-力-ホン) 

モ機を置いたまま電話をかける 


テ機を置いたまま電話をかけてお話しすることができ 
ます。（スピーカーホン） 


操作のしかた 




も 慰 



子機を置いたまま電話をかける/受ける(スピ I 力—ホン 
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子機を置いたまま電話をかける/まける【スピーカーホン) 


1呼出音び鳴ったら 


11 

@を巧す 

励/" 

{2 が 

' U y 


♦通話中は通話時間（目安）を表示します。 
♦通話ボタンとがマークび点なします。 


マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


参マイクから約已 Ocm 〜 2 m の範囲内でお話 
しください。 



■ 巧手の方の青び聞こえに<いときは 

(モ機のスピーカー音量を変える腐 =1-33 ぺ一 
ジ） 

■ 巧出音の大きさを変えるとさは 

(モ機の呼出音量ををえる1 -30 ぺージ） 


通話び終わったら 

夕对甲す 


>通話時間（目安）の表示は、約5秒後に消 
スます。 


巧"お知 S せ 

• 相手の方の声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒 
びしいときは、子機を取ってお話しください。 

(テ機を充電器に置いていないときは、スピー 
力 ーホンボタンを巧す と スピーカーホンび解除さ 
れまず。） 

参テ機を持って通話しているとき、スピーカーホン 
ボタンを押すとスピーカーホン通話になります。 

(スピーカーホンでの通話に切り替えたあと、モ 
機を充電器に置くと、通話び切れます。） 



機を置いたまま電話を受ける 

テ機を置いたまま電話を受けてお話しすることびでさ 
ます。（スピーカーホン） 




操作のしかた 


テ機を置いたまま電話をかける/受ける(スピ I 力—ホン 



QQQ@C;V 
0 ) ©©の QQ } 户 

のの0の2^ 
































優先呼出を設定すると、電話びかかってさたとき、設 
定された子機だけに呼出音び鳴ります。 


@ を巧し、’、'—‘ 

または味1で 
r ユウセン3ビ 
ダシ J を選ぶ 


巧巧す 


m 


が 


I 恒娜出」 


>「ピー」と鳴り、デイスプレイに 雇克面虫1 
と表示されて、優先呼出び設定されます。 

>「優先呼出を設定しました」と音声メッセ 
ージび 流れます。 


■ 途中でやめるとまは 

^ を押しまず。 

■ 優巧呼出を解除するときは 

ディスプレイに dull び表示されているときに、 
手順1〜2の操作をします。 

「ピピッ」と鳴り、ディスプレイの區萄1固び、消 
えまず。 

「優先呼出を解除しました」と音声メッセージび 
流れます。 




優先呼出の表示び 
消えます 


巧^お知6せ 

• 設定後、9時間経過したときは優先呼出び自動的 
に解除されまず。 

• 優先呼出を設定でさる子機は、1台のみです。 
すでに他の子機を優先呼出に設定しているとき 
は、「ピピピピ」とアラームび鳴り、優先呼出を 
設定することはできません。 

参優先呼出を設定したあとで、子機の充電池を交換 
すると、區丽因の表示は消えますび優先呼出は 


設定されたままになります。 （ IM 助を表おさせ 
るとをは、解除してをラー度設定し直してくださ 
し)。 

•優先呼出を設定しているときは、親機や他の子機 
で電話を受けることはでをません。 

参優先呼出を設定していてち、留守設定時は留守機 
能び働さ、親機で自動応答します。 

•親機でコピー中-プ U ント中のとさは、優先呼出 
を設定していてち、子機で電話を受けることはで 
きません。また、呼出音も鳴りません。 

コピー-プ U ント終了後は、子機で受けることび 
でをまず。 


モ機だけに電話がかかって < るよミにずる（優先極出) 


も 慰 


優巧巧出を設定する 



操作のしかた 


0QQQ 应 CT^ 

^ の© の 





モ機だけに電話びかかってくるょぅにする S 先呼 a ) 
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通話中にお待たせずる（保留) 


通話中、相手の方をお待たせするとをに、メ□ディー 
を流しまず。 

(曲名：「メヌエット（アルルの女）」） 




L 

親機で通話中にお待たせする 

操作のしかた1 



通話中に 

。説を*甲して、 
受話器を房す 


参保留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えなくなりまず。 


再び通話ずるとさは 

受話器を取る 



♦な留メ□デイーび止まり、お話しできるよ 
ラになります。 

♦受話器を戻さなかったとさは、ちラー度、 
内線/保留ボタンを押ずと、再び通話でさま 
す。 


し 


晋3峨 


画 H 广 



モ機で通話中にお待たせする 


操作のしかた 


1 麵中に 

[1 

■ y 

巧線/クリア-- 

を巧す 


J1 


♦保留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えなくなります。 

♦通話ボタンび点滅します。 


2再び通話するとさは 

をまたは"を巧す 

♦保留メ□ディーび止まり、お話しでさるよ 
ラになります。 

参通話ボタンび点灯します。 


■ 巧留中に化の電話機で電話に出るとまは 
(ひと日巧を防 2-36 ぺージ） 



通話中にお待たせする(保留) 
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親機の電話帳に登録する 


[ 規機の電話帳に登録する 

よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくこと 
びできます。親機には最大100人分の番号を登録で 
さます。 

1人につを2つの番号を登録でをるので、自宅と携帯 
電話の番号を両ち登録したいときに便利です。 

また、相手の方のメールアドレスを登録することびで 
さます。 



受話器を置いたまま操作します。 


登録 


を巧し、 
みまたは： ▼) で 
r 電話帳 J を 
選ぶ 

fci を巧し、 
惜録 J を選ぶ 


@を巧す 


お fee ス疋 

3からくり時計設定 
4おをしろ便利機能設定 
己音関連設定 
6画面設定 
/電日よ帳 

風で選択，ミ央沼で決定 


電話帳 


2子機転送 


な> で選択， [!••/ ま迈で決定 


名前 〉 


魔/かな] 


> 

【ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


咬き切替 r 


巧ミ肖 


名前〉 [漢/かな] 

池田悟 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


な宇切客 ' 


取消 


4 を前を入れる 
( 最大朗 10 文 
字 / 半ち 20 文字） 

(陽]-38〜1 - 
42ページ） 

♦名前の入力を省略するとさは、 L /; 夫定ボ 
タンを押して手順7に進みまず。 

名前を入力しないで電話番号を登録すると、 
名前のところに電話番号（第1ま号）び表 
示されます。 

また、メールアドレスのみ登録すると名前 
のところにメールアドレスび表示されます。 


[S ] を巧す 



• 「読み」に変更びあれば修正します。 

(防 1-38 〜 1-42 ぺージ） 

「読み」は半ち文字で最大20文字まで入 
力でさます。 

♦名前にし」や「、」びあるとさは自動的 
に「読み」は半角のスペースに変わってし、 
も^ 〇 


「読み」び正しければ 

區)を巧す 


く 第 1 番号〉 
N 0.= 


相手番号を入力してください 


次ぺージへ- 



織 レ 


操作のしかた 


疆2屋帳に登響る 
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視機の電話帳に登録する 



—つづを 



親 

機 

の 

電 

話 

帳 

に 

私 

録 

す 

る 


7 電話番号（第1 

番号）を入れる 
(最大32ケタ） 


第 I 番号> 

N0. =03123(5678 


最後に[ミ../決定]で決をしまず 
「 「 .1 巧お 


♦番号を入れまちびえたとさは、取消ボタン 
を巧すと、1つ前のま号び消えるので、を 
う一度入れ直します。 

♦ メールアドレスを登録する場合は、第1ま 
号の入力は省略でさます。 

省略するときは、この手順をとばして、手 
順]〇に進んでください。（メールアドレ 
スを入れない場合、第1ま号の入力は省略 
でさません。） 

♦ナンバー-ディスプレイをご利用の方で、 
電話帳に登録した相手のちを名前で表示さ 
せるとき （ BSV -2 ぺージ）や着信鳴り分け 
をさせるとき （ B を 7-20 〜 7-22 ぺージ） 

は、同じ巿内でも必ず市が局まから登録し 
て < ださい。 


® を巧す 


電話ま号（第2 
番号）を入れる 
(最大32ケタ） 


<第潘号〉 
N0,= 


相手番号を入力して < ださい 


<第潘号〉 

N0, =0 9 012 3 4 5 6 7 8 


最後に[ミ-/ ミ夫赶で 決定します 

「 ■- .，巧お 


•第2番号の入力は省略でさます。 

省略するときは、この手順をとばして手順 
10に進んでください。 


10 B を巧す 


I くトルアト‘レス 


半晩 


> 

[ダイヤ山で 文字入力，[取消] で 


文字哪 r 


消 



<夕ールアドレス> 

半劇 

メール アドレスを 

I keda§xx, yy. co, | p 


入れる（最大半ち 



SQ 文字） 

> 



[ダ仆ル]で文宇入力, 

邸消]で 


文字切替1 1 

1巧消 



♦第1ま号を登録している場合、メールアド 
レスの入力は省略でさます。 

省略ずるときは、この手順をとばして手順 
]2に進んでください。（メールアドレス 
を入れない場合、第1ま号の入力は省略で 
をません。） 


•メールをご和用時に使用します。 

(防 6-2 已ページ） トー 

•文字の入カモードび半[英]のとを©を 
押すとサイト（ま組）やメールアドレスと 
してよ<使われる文字び表示されます。 

© を押して文字を還んだあと、 [|| J を巧 
します。 

^ ©を押すたびに切り替わります^ 

r . co . jp 」「. ne . Jp 」「. ac . Jp 」「. com 」 
r @ pipopa . ne . jp 」 「 www 」 


l 2 @3 を巧す 


く y - ルアト‘レス> 

:し —J A な， ■ ,1，ぃ， —— ：. 

半劇 


登録しました 
残り m 牛 


[ダイ啊レ]で文宇入力, 

酿消]で 

' ' '戻る 


♦続けて登録するときは手順3 2をくり 
返し行ってください。 

13 [證)を巧す 
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> 時報 
》天劝ホ報 
>ま号案内 


• まちびい電話を防ぐため、電話帳に番号を登録ず 
るとさは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。また、登録をは電話番号リスト 
の詳細表示をして、おかめてください。 

参ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、電話帳 
に登録した巧手のちを名前で表示させるとを 
(防 7-2 ぺージ）や着信鳴り分けをさせている 
とき（防 7-20 〜 7-22 ぺージ）は、同じ市内の 
ま号でち必ず市外局まから登録して < ださい。 

参電話帳を登録ずるときに、名前を入力しなかった 
とさは、電話ま号か、メールアドレスび名前とし 
て登録されます。 

• 親機の電話帳の内容をプ U ントしているときは、 
子機で電話をかけたり、受けたりすることはでを 
ませか。 

参電話帳に登録した電話番号のラち、よく利用する 
ま号を親機のダイヤルボタンに登録し、より少な 
い手順で電話をかけたりフアクスを送ることびで 
きます。（見てからダイヤル防 2-2 日〜 2-28 
ぺージ） 

♦見てからダイヤル （ B ぞ 2-2 己〜 2-28 ぺージ）で 
は、電話帳に登録した名前の先頭から全角日文字 
(半角10で字）分だけび表示されます。見てか 
らダイヤルに登録する巧手のちは、電話帳の名前 
の文字数を全角日文字（半角] 0文字）しソ内で登 
録することをおすすめします。 


視機の電話帳に登録する 


■ ポーズについて 

回（再ダイヤル）ボタンを押すと、約3秒間の待ち 
時間（ポーズ）びでさます。続けて入力することを 
でをます。 

ポーズを入力するのは、構内交換機から日発信す 
るとさだけにしてください。 

それ L ソ外のとをにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。また、子機に電 
話帳を転送したとき、子機でナンバー■ディスフ 
レイを利用していてもま号び表示されません。 
ポーズは、デイスプレイには一(八イフン）で表示 
されます。 


赁^お知 S せ 

• 親機の電話帳には、あらかじめ次の3件の電話ま 
号び登録されています。あらたに登録でさるのは 
97人分です。100人分登録したいときは、この 
内容を消して < ださい。 


■ 途中でやめるときは 

( gj を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


またはを押します。 

■ 巧に電話帳ボタンを巧してか S 登録ずるとをは 


① 


拟咖 


を2回巧す 


② 窗規登録を巧す 

③ 2- 11〜 2- 12ぺージの手順4から手順13の操 
作をする 

■ 登録した内容をお話ずるとをは 


①> 


を2回押ず 


② または I ;'?;! でお認したい巧手のちを選ん 
だあと、胃^ s ' を押す 

③ 確認後、 ( g を押す 


■ 電話植リスト画面の見かた 

d 匙"》を2回押ずと、登録されているま号の一覧 
び表示されます。 


メモリ-き i . 

電語帳登録 

パ牛職 D W 牛） 



》天気予報 

り7 

》番号案巧 

Iil 4 I 

ホ田悟 

031? 3 4 6 6 78 、夕 

1 

® で選択 

1 

S ../ 就冠で発信， 

巧索娜規登録背細表示'戻る 


第1ま号 

第2ま号びあるとさ 
表示されまず 
メールアドレスびあ 
るとき表示されます 


■ 視機の電話帳の内容を子機にち登録ずるとをは 
(防2-24ぺージ） 


■ 親巧の電話帳の内容をプリントずるとをは 


① 


磯州‘ 


を2回巧す 


② [ Ij 前を押す 


7 7 4 
17 0 




親機の電話帳に登録する 
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視機の電話帳に登録する 


I 詳細表示/ 

'お正 

ミ.. 



0 / 

0 

/決定 


''ス '* 


操作のしかた 



電話帳登録4件（残り96件 


:▲) または： ▼) 
で修正ずる巧手 
の方を選ぶ 


佩報 
快気予報 
僅号案内_ 


11 ] 
1り 
104 


苗で選択，6../ミ夫沼で発信， 


巧索嚇おき録 f 詳細表示 r 戻る 


I 詳細表示 

0 


を巧す 


電話帳]件表示 
名前:池田悟 
読み:イケタ’サトシ 
番号①：日31234 5 6 7 8 
番号③:09日。34日 S 7 日 
E-Ma i I : i keda@n. yy. co, ip 
狂 > で選択，[ミ../巧泡で発信 


修正'戻る 


で を巧す 


を前を入れ直す 

(臨 1-38 〜 1-42 ぺ 
-ジ） 


< 名前 〉 
池田さとし 


> 


廣/かな] 


【ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


財切が 


巧消 


•名前を修正しないときは手順目に進んでく 
ださい。 



r 読み J を入れ直す 

(臨 1-38 〜 1-42 ぺージ） 

• 「読み」を修正しないときは手順8に進ん 
で < ださい。 


{/S \ を巧す 


<第 1 番号> 

N0. =0 3 1 2 3 4 5678 


最後に[ミ../巧沼で決定します 


巧消 


電話番号（第1 
番号）を入れ直 
す 


< 名前 〉 

廣/かな] 

池田悟 ■ 


> 

[ダイヤル]で文字入力 

邸淵で 

文宇切 »' ' '取ミ肖 


<第 1 番号〉 

N0. =0 3 8 ] 6 5 4 3 21 


最後に[ミ../決定]でミ夹定します 

「 广 .1 おお 


•取消ボタンを押すたびに、表示されている 
最後の数字から順に消えます。そのあと、 
ダイヤルボタンで入れ直します。 

•第]番号を修正しないときは手順1日に進ん 
で < ださい。 


10 fei を J 甲す 


<第2番号〉 

N0, =09012345678 


最後に [1 •■，'ミ夫进で決定します 


取消 


巧ぺージへ- 




[_親機の電話帳を修正する^ 

登録した電話帳のま号や名前を修正することびでさま 
す。 





親機の電話帳に登録する 
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視機の電話帳に登録する 


-つづを 

11電話ま号（第2 
番号）を入れ直 
す 


く第^番号〉 

N0. =09087654321 


最後に決茵で决定します 

巧消 


13 メールの巧巧を 

入れ直す 


〈メ-ルアト•レス > 半晩 

i l(eda_s@xx, yy. co, ) p 


> 

[ダイ村レ]で文字入力 I 邸消]で 


文宇切き r 


取消 


>第2番号を修正しないときは手順12に進ん 
で < ださい。 


-ルの宛先を修正しないときは手順14に 
進んで < ださい。 


12 g を巧す 


途中でやめるとまは 

[ jiti を押します。 


<トルアドレス > 半劇 

i keda@n. yy. co, i p| 


> 

[ダイヤル]で文字入力，【取消]で 


るき切が 


巧消 


14® を巧す 


電話帳登録4件魄 D 95件） 


登録しました 
残り96件 


風で選択， S ../ ミ夫眉で発信. 


お索「新規登録替細表示「戻る 


15 


鼠]を巧す 


-つ前に戻るときは 


を立 または^を押します。 


費お知 S せ 

♦親機の電話帳の内容を修正ずると、見てからダイ 
ヤル（防 2-2 日〜 2-28 ぺージ）の登録内容を自動 
的に更新されます。 




親機の電話帳に登録する 
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も 慰 


視機の電話帳に登録する 


操作のしかた 


k を2回巧す 


:▲) または： ▼) 
で消去ずる巧手 
の方を選ぶ 


藤を巧す 


電語帳登録4件（残り96件 

>時報 117 

>天気予報 1。 

》番号案内_104 _ 


棋で選択 S ../ 巧泡で発信. 


索 I 新規登録 I 詳細き示「 



■ 途中でやめるとまは 

( lU を巧します。 

■ 親煤の電話帳をずべてミ肖まずるとをは 

(防 9-3 ページ） 


-つ前に戻るとをは 

「5^5を押します。 


巧"お知 S せ 


参親機の電話帳の内容を消去すると、見てからダイ 
ヤル（防 2-2 已〜 2-28 ぺージ）にき録している 
内容を自動的に消去されます。 




親機の電話帳に登録する 
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電話帳に登録すると、簡単に相手のちを還ぶことびで 
さます。 

電話幌ま、 r 読别の頭文字をもとに数字（日〜 9) 
■-英字 （A 〜 Z) 一已0音順に並べられています。 





受話器を置いたまま操作します。 


見てかがイヤル‘ 
/髓« 


を2回巧 

し、： ▲) または: V ) 
で巧手の方を選 
ぶ 


♦ディスプレイで相手のちをおかめます。 


I詳細表示 

0 


を巧し、 
みまたはで 
電話ま号煉1 
ま号または第2 
ま号）を選ぶ 


電話帳1件表示 
名前:池田悟 
読み:イケタ’サト'ン 
番号① T(m り45678 


ま号③ 

E-Mail 


09012345678 
I kedaSxx, yy. co, i p 


田で逞択，ま坦で発信 


惚正 


♦第1き号に電話をかけるときは、手順1のあ 
と、受話器を取ってかけることびでをます。 


■ 途中でやめるとまは 

巧手のちを選んでいるときはを押します。 
通話中は受話器を戻します。 

■ 受話器を取ったあと、電話帳で電話をかけるとさは 
(1 84や186などをつけて電話をかけるとを） 

① 受話器を取る 

(184 (非通知）や18日（通知）などをっけて 
電話をかけるとさは、このあと「184」や 
「18日」をダイヤルします。親機び発信中のと 
さは、③〜⑥の操作を行ラことびでさません。少 
し待ってから®〜⑥の操作を行ってください。） 

② d 匙娜を2回押し、 ，:▲) またはすIで巧手の 
ちを選ぶ 

第1ま号に電話をかけるとさは、このあと 
E] を押してかけることびでをまず。 


③ を苦示を押し、，: —▲) またはI,)で電話を号 

(第1を号または第2ま号）を還ぶ 

④ 圈を押ず 

⑥ネ目手のちとお話しずる 
⑥通話び終わつたら受話器を戻す 


巧"お知 S せ 

• 電話帳から自動的に電話をかけるとさは、読上げ 
ボイスダイヤル機能は働きません。（「184」 

などダイヤルしたま号では働をます。） 

2-17 


□ 〇®® 
□ @®© 
□ 0 ®® 
□ © ⑩必 

n 



親機の電話帳で電話をかける 

手の方を選んで電話をかける, 


参選んだ相手のちへ自動的に電話をかけます。 



至話帳き銭俾磯り 96件） 

A 


> 時報 in 

>天気予報 I り 

语号案内 I い 

6 受話器を取る 

池田悟 

~、夕 



棋で選択，況围で発信. 



'検索'新規登録1詳細表示'戻る 


画質1機能遇が' '費録 


操作のしかた 




親機の電話帳で電話をかける 







































































視機の電話帳で電話をかける 




巧手の方の名前で検索して 
電話をかける 


名前の「読み」を入力して、巧手のちを電話帳から選 
ぶことびでさまず。 




操作のしかた 


受話器を置いたまま操作します。 


電話帳登録4件魄り W 牛） 




を2回巧 


す 


を巧す 




快気予報 
健号案内 
池田语 


177 

104 

031りりり8 


風で選択，6../ミ央冠で発信. 


「新規登録替細表示 r 


く相手名検索> 


半[が] 


胃^自 US を巧し、 

ぶまたは： ▼) で 
電話番号（第1 
番号または第2 
番号）を選ぶ 

•第1番号に電話をかけるときは、手順5のあ 
と、受話器を取ってかけることもできます。 


電話帳1件表示 
名前:池田悟 
読み:イケダヴトシ 
き号① ：031り4 5 6 7 8 
番号®:日9 012 3り678 
E-Ma i I: i keda@xx, yy, co, i p 
西 で選択，ミ夫定]で発信 


戻 


[ダイヤル]で文字入力，巧>で検 


I 文字切8 ' 


取消 


M 売みび巳0音で始まるとさは、手順2をとば 
して手順3に進むことびでをます。 


ダイヤルボタン 
でち前の11^ 

み J を入力する 

(陪1 -38 〜1 - 
42 ページ） 

• 「読み」の頭文字や途中までの文字でち探 
ずことびでをます。 


溺手溃索〉 


半防す] 


[ダイヤル]で文字入力，巧>で検 


文字切替「 


取消 


:を巧す 


蛋話帳登録4件魄り W 牛） 

>時報 
饮気予報 
番号案の一 


風で選択，も./ま沼で発信. 


巧索喃ぉ登録骨巧表示 


7受話器を取る 


池田悟 


画頁嗦能涅巧 [ 


f 宜巧 


♦選んだ巧手のちに自動的に電話をかけます。 




通話び終わった日 

受話器を房す 


■ 透中でやめるとまは 

巧手のちを選んでいるときはを押します。 
通話中は受話器を戻します。 


網 レ 



親機の電話帳で電話をかける 
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子機の電話帳に登録する 


[モ機の電話帳に登録する 

よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくこと 
びでさます。 

モ機では、1台につさ最大10□人分のま号を登録で 
さまず。 




、通話ボタンを消打させた状態で操作しまず。 


を}甲す 


を前を入れる 
(最大 12 义き） 

(豚]-43〜1 - 
4日ページ） 


カナ 


>名前の入力を省略するとさは、機能ボタン 
を押して手順4に進みます。 

名前を入力しないで登録すると、名前のと 
ころに電話番号び表示されます。 

(12 ケタまで） 


細 

4 電話番号を入れる 

fir 

1!» 

[01(1 

撮大1百ケタ） 

し 


カナ 





■ 途中でやめるとまは 

^を押します。 

■ モ機で登録した電話帳の内容を規機にち登録ずる 
とまは （ Bs ^ a - as ぺージ） 


♦番号を入れまちびえたとをは内線/ク U アボ 
タンを押してま号を消したあと、もラー度、 
入れ直します。 

♦内線/ク U アボタンを2秒しツ上押すと、すべ 
ての番号び消えます。 


(») を巧!す 


>「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
示して登録を完了します。 


•続けて登録するとさは手順1 
し行ってください。 


日をくり返 


ポーズにごいて 

己！（再ダイヤル）ボタンを巧すと、約3砂間の待ち 
時間（ポーズ）がでさます。続けて入力することち 
でさます。 

ポーズを入力するのは、構内交換機から日発信す 
るとをだけにして < ださい。 

それ外のとさにポーズを入力すると、正し<電 
話がかからないことがあります。 

ポーズは、デイスプレイには_ (アンダーバー） 
で表示されます。 




操作のしかた 


モ機2屋帳に登響る 
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子機の電話帳に登録する 



■ 途中でやめるとまは 

^ を押します。 


度^お知 S せ 

• 子機の電話帳にはあらかじめ、3人分の電話番号 
び登録されています。あらたに登録できるのは 
97人分です。100乂分登録したぃとをは、この 
内容を消してください。 


• まちびい電話を防ぐため、電話帳にま号を登録す 
るとさは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。 

• ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、電話帳に 
登録した巧手のちを名前で表示させるとき（防' 7-2 
ページ）や着信鳴り分けをさせているとさ （ B 穿 7- 
22ページ）は、同じ市内の番号でも必ず市外局番か 
ら登録してください。 

•市外局まの前に「184」「18日」などのま号を 
登録ずると、ナンバー■ディスプレイご利用時の 
名前表示（隨^フぶページ）や着信鳴り分け（隨^フ- 
22ページ）び働かな < な0ます。 

参電話帳を登録するとさに、名前を入力しなかった 
ときは、電話番号び名前として登録されます。 

参子機に登録した名前を修正ずることはでさません。 
名前をまちびえて登録したとさは、電話帳から消去 
したあと、ちラー度登録し直してください。 

• 子機の電話帳の番号を見てからダイヤルに登録す 
ることはでさません。 


タジホウ 
>テンキヨホウ 
»バンゴウアンナイ 



電話番号を入れ 
直す 


♦内線/ク U アボタンを押すたびに、表示され 
ている最後の数字から順に消えます。その 
あと、ダイヤルボタンで入れ直します。 

♦内線/ク U アボタンを2砂！;(上押し続けると、 
表示されている数字をずべて消ずことびで 
をまず。 



I モ機の電話帳を修正する 


操作のしかた 


通話ボタンを消なさせた状態で操作しまず。 



テ機の電話帳に登録する 


7 7 4 
17 0 




















©を 2 回巧す 


「ピー」と鳴り消去び完了します。 


2 ©を巧し、 

;▲) または： ▼) で 
f ショウキョ J 
を選ぶ 

■ 途中でやめるとさは 

^ を押します。 


モ機の電話帳に登録する 




モ機の電話帳を消去する 


登録した電話帳の内容を1件ずつ消去することびでをまず。 

通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


操作のしかた 


子機®電麗に登響る 
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電話帳に登録すると、マルチフアンクシヨンキーの操 
作だけで相手のちを選ぶことびできます。 

電話帳は、なの順に自動的に並べ換えられます。 

数き (0-9) 一英字 （ A 一 Z ) 一巳□商慣 



:または： ▼) で 
巧手の方を選ぶ 


•相手のちを選んだあと、を押すと電話 
ま号を表示して確認することびでをます。 


を巧す 




参テ機を置いたまま電話をかけるとさはスピ 
一力ーホンボタンを押します。 

参通話ボタンび点灯します。 

参ダイヤルを始めまず。 

■ 途中でやめるとまは 

^ を押します。 




通話び終わったら 

巧電器に房す 


参充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

■ 17ケタな上のま号をダイヤルずるとまは 

電話帳には、電話ま号を最大1巳ケタまでしか登録 
でさません。17ケタしソ上の電話番号のとさは、ま 
号を分けて登録しておけば続けて使えます。 
(チェーンダイヤル機能） 

① 手順1〜2または r 相手のちの名前の頭文字で 
検索して電話をかける」（咳^乙-23ページ） 

の手順1〜4を行い、最初の番号をダイヤルず 
る 

② を押ず 

③ 手順1〜2または「相手のちの名前の頭文字で 
検索して電話をかける」 （0^2-23 ぺージ） 

の手順1〜4を行い、次のダイヤルをずる 

資^お知 S せ 

•親機でコピー中•プリント中のときは、子機で電 
話をかけることはでさません。 

• 子機から見てからダイヤル機能を利用ずることは 
でをません。 


も 慰 


子機の電話帳で電話をかける 


巧手の方を選んで電話をかける 



;▼一 


广 






i 

の 

の 

の 

色) 

の 

© 

g 

I 

i 

色) 

色) 

の 

应) 

0 



テ機の電話帳で電話をかける 







































を巧す 



巧手の方のを前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで 
入力する 

(例） r イ」で探す： 

@を2回巧す 



:▼) を巧す 



♦入力した文字から始まる巧手のちを表示し 
ます。 

♦該当ずる頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないとをは、最も近い次の名前を表お 
しまず。 


■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧しまず。 


:▲) または： ▼) で 
巧手の方を 
選んだあと、 
感を巧す 


♦相手のちのま号び表示され、ダイヤルを 
始めます。 



巧手の方と 
お話しする 



通話び終わったら 

巧電器に房す 


♦充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 



巧手の方の名前の頭文字で 
検索して電話をかける 


名前の頭文字を入力して、相手のちを選ぶことをでさ 
まず。 


子機の電話帳で電話をかける 




操作のしかた 


通話ボタンを消好させた状態で操作します。 




モ機の電話帳で電話をかける 
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'登録 ■ 

0 を巧し、 
:▲) または： ▼) で 
r 電話帳 J を 
選ぶ 

l / afel を巧し、 

みまたは： ▼) で 
仔機お送 J を 
選ぶ 

@を巧す 


登録設定 
3 から<り時計設定 
4 おをしろ便利機能設定 
已音関連設定 
6画面設定 
/電曰よ ife 

な^で選択，も./決沼で決定 


電話帳 


1登録 
2子機転送 


な> で選択， [ミ../ 決沼でミ央定 


すべて面をするとをは 


r ミ件拓掛を 
選ぶ 


子機転を 
1ま件輸 
21件毎転ち 


巧で還択，夫田で;夫定 


'>) またはイで 
。件毎拓送 J を 
選ぶ 


歧 y を巧し、 

みまたは : v ) で 
転送したい巧手 
の方を選ぶ 


5幽を巧し、 

ぶまたは： ▼) で 
面送巧のテ機を 
選ぶ 

全件転送 

1 子機 1 作送 

2 テ機 2 へ輯送 

3 子機]へ輯送 

4 テ機 4 へ転送 

は > で選択，も./ま迅で決定 

' ' ' '戻る 


例：全件転送の場合 

6 @を巧す 


(ただし、 17ケタ LU 上の番号で登録している 
データ や、 メール アドレスのみ登録している 
データは 転送でをません。） 


■ 途中でやめるとまは 

歴)を fl します。 


■ 1つ前に戻るとまは 

を押します。 

■ r 面をできないデータびあ日まず操作を続けまず 
か？ [ L / ミ夫赶で巧をしまず J と表示されたときは 

この表示は親機に 17 ケタしツ上の番号で登録してい 
るときや、メールアドレスのみ登録しているとを 
に表ホされます。 

@を巧ずと、その巧手のちし U がのデータを転送 
します。 


をお知6せ 

•同じ名前、同じ電話番号で登録している電話帳の 
内容は転送されません。 

ただし、1か所でち修正した電話帳の内容は別の 
データとして扱われて転送されます。 

•親機の電話帳を転送しても、テ機に登録されてい 
た電話帳の内容は上書さされません。 

•転送を行ってち、登録されていた電話帳の内容は 
消文ません。 


子機転送 
1全件転送 
21件毎転送 


® で選択，も./決定]でミ央定 


重話帳登録4件（残り96件 1 


順報 
》天気予報 
>番号案内 


117 
1り 
104 


巧で選扔 [ミ ••/ ま冠で決定. 


1件ずつ面をするとをは 




親機と子機の聞で電話帳を転送する 


親機で登録した電話帳をテ機に、子機で登録した電話帳を親機に転送することびできます。 

親機から子機へ転送すると電話帳の内容 （ 「読み」と第1ま号）びテ機に追加されます。また、モ機から親 
機へ転送すると電話帳の内容 （ 「名前」と「読み」と第]番号）び親機に追加されます。 


親機の電話帳を子機に転送する 


操作のしかた 



親機とモ機の間で電話帳を転送する 
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操作のしかた 


1©を巧し、 
(▲または： ▼) で 
(■デンワチヨウ 
テンソウ J を選 
ぶ 


通話ボタンを消なさせた状態で操作しまず。 



©を巧す 


♦通話ボタンび点滅します。 

• 「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約30秒 
間表示されます。 

(切ボタンを巧すと消えます。） 


し 


子機の電話帳を1件ずつ親機に転送する 


操作のしかた 


、通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


1(今^または中で 
おをしたい巧手 
の方を選んだあ 
と、@を巧す 

■ 途中でやめるときは 

局 を押します。 



(▲:または， I で 
[デンワチョウテ 
ンソウ J を選んだ 
あと、を巧す 


♦通話ボタンび点滅しまず。 

• r ピー」と鳴ったあと、上の表示び約30砂 
間表示されまず。 

(切ボタンを巧すと消えます。） 


巧^お知5せ 

• 転送するときはできるだけ、まわりに他の子機や電気製品などびない場所で行ってください。電波障害 
などで転送できないことびあります。 

♦転送中は、モ機に衝撃をちえないよラにしてください。輯送でさないことびあります。 

参転送する件数と登録でをる件数を確認して親機や子機の電話帳び100件を超えないよ5にしてください。] 00件 
を超えた電話帳の内容は転送されません。 

♦工場出荷時にあらかじめ登録されている電話ま号（天気予報、時報、ま号案内）を転送することはでを 
ません。 

♦同じ名前、同じ電話番号で登録している電話帳の内容は転送されません。 

ただし、1か所でも修正した電話帳の内容は別のデータとして扱われて転送されます。 

• テ機の電話帳を転送しても、親機に登録されていた電話帳の内容は上書きされません。 

•転送を行っても登録されていた電話帳の内容は消えません。 


規機と子機の巧で電話帳を面送する 


解 


し 


モ機の電話帳をすべて規機に起送する 


疆參變 gipi 帳を麵する 
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見てか 6 ダイヤルを利用する 


見てか6ダイヤルに登録する 

電話帳の登録者に簡単な操作で電話をかけたりファク 
スを送ることびでさます。（見てからダイヤル） 
見てからダイヤルは10件まで登録できます。 
見てからダイヤルに登録するには、あらかじめ親機の 
電話帳に番号を登録しておく必要びあります。 
(防 2-1 ]〜2-13ぺージ） 



見てび5タイヤル 

/胤 


見てからダイヤルー覧 

を巧す I 6 

8 

4 9 


[登録]で登録します 

面岛||登録' 「戻る 

•見てからダイヤルび1件を登録されていな 
いときは r [登録]で登録します」と表示され 
ます。 

•すでに登録されている見てからダイヤルに 
は、相手のちの名前び表示されます。 


登録 

0 


を巧す 


登録 

6 

2 7 

3 8 

4 9 

已 0 

妇1で逞択，ん ./ 巧迅でホ定 


1:4," 女づ:ザで 
登録したいま号 
(1〜0)を選ぶ 


♦ずでに登録されている番号 （ 1〜 0) を選ぶ 
と、新しし ) 電話き号び登録(上書き)されます。 
♦電話番号を登録でさるのは10件までです。 

10件登録されている状態で新たに登録す 
る場合は、すでに登録されているダイヤル 
を還んで上書をするか、見てからダイヤル 
の登録を解除してください。 2-27 ぺ一 
ジ） 



4 を}甲す 


ま喔登録 4 件磯り m) 


1り 
104 


:▲) または ( y : で 
登録したい柏手 
の方を選ぶ 


巧気予報 
僅号案内 

あ田悟 0312345678 

棋で選択，ま迅で決定. 

I 「 「 て戻る 

電話帳登録 4 件（残り 96 件 1 


>時報 
》天気予報 
僅号案内. 


117 
1り 
104 


巧> で選巧7んン巧冠でま定， 


•親機の電話帳 U ストから登録したい相手の 
ちを選びます。 


@を巧す 



♦見てからダイヤルに登録でさるのは第1ま 
号のみです。 

•見てからダイヤルでは電話帳に登録されて 
いる名前の^頭の全角日艾字（半角1日で 
字）のみ表术されます。 


操作のしかた 


見てか5ダ V ヤルを利用する 
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見てか 6 ダイヤルを利用する 


■ 途中でやめるとまは 

[ lU を押します。 

■ -つ前に戻るときは 

'戻 Q るを押します。 

■ 見てか S ダイヤルに登録した内容を修正するとき 
は 

をとの電話帳の登録内容を修正してください。 
( B ぞ 2- 14ぺージ） 

■ 見てか6ダイヤルの登録を解除ずるときは 

① 「見てからダイヤルに登録する」（防 2-2 已 
ページ）の手順2までの操作をする。 

② 1:—左）,:-で登録を解除したい項目を選 
ぶ。 

® 黯娜す。 

® もぅ-度、顯ま娜す。 

また、登録されている項目を電話帳から消去して 
も、見てからダイヤルの登録は解除されまず。 


巧^お知 S せ 


• 見てからダイヤルを登録する画面から登録内容を 
修正することはでさません。 

♦親機の電話帳の内容を修正または消去すると、見 
てからダイヤルの登録内容も自動的に更新されま 
ず。 

• 見てからダイヤルで名前び途中までしか表示され 
ない場合、全部表示させたいとさは、親機の電話 
帳の名前を全角日文字（半角10文字）しソ内に修 
正してください。 （ B を 2- 14〜 2-1 已ぺージ） 

• 電話帳に1件をま号び登録されていないとき見て 
からダイヤルに登録しようとすると、「電話帳に 
登録びありません」と表示されます。電話帳に番 
号を登録してから、再度手順！〜日を行ってくだ 
さい。 




見てからダイヤルを利用する 
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見てか5ダイヤルを利用する 


し 


見てか6ダイヤルで電話をかける 


操作のしかた 


1ま話おを取る 


圧] 

ちてひ5タイヤル 

/胤 


を巧ず 



見てからダイヤルー覧 
1池田悟 日 

2 7 

3 8 

4 9 

己 0 

グイ村レ [1 〜 □] で発信します 

登録 



巧手の方が登録 
されているダイ 
ヤルボタン （1 
〜 0) を巧ず 



00 ® 
©® © 



•相手のちの名前が表示され、ダイヤルを始 
めます。 

■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 


巧"お知 S せ 


参ま号び登録されていないダイヤルボタンを押す 
と、「登録されていません」と表示されます。 

参見てからダイヤルから自動的に電話をかけるとき 
は、読上げボイスダイヤル機能は働きません。 



見てからダイヤルを利用する 
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ホットラインダイヤルを利用する 


テ機ではよく電話をかける相手のちをホットラインダイ 
ヤルに登録しておくと、簡単な操作で電話をかけること 
びでをます。（ホットラインダイヤル） 

ホットラインダイヤルを登録するにはあらかじめテ機 
の電話帳に登録しておく必要びありまず。 （BS'S-l 9 
ぺージ） 



L 


ホットラインダイヤルにま号を登録する 


操作のしかた 


みまたは： ▼) 
で登録したい巧 
手の方を電話帳 
から選ぶ 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


2 


市ットライン 
ダイヤル 


,を巧す 

> 「ピー」と鳴り、還んだ相手のちの電話ま 
号を登録します。 



し 


ホットラインダイヤルで電話をかける 


操作のしかた 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


市ジトライン 
タイヤル 


を巧す 


在が 


参スピーカーホン通話で電話をかけます。 

♦通話ボタンとがマークび点灯し自動的に 
ダイヤルを始めます。 


■ 途中でやめるとまは 

^を ff します。 



ホットラインダイヤルの登録をミ肖すとまは 


巿ットライン 
タイヤル 


を2砂 L ツ上押しまず。 


( 「ピー」と鳴ったあと、ホットラインダイヤル 
の登録は自動的に解除されます。） 


巧^お知5せ 

•ホットラインダイヤルの登録は、それぞれの子機に1つでず。親機には登録できません。 

•通話ボタンを巧したあと、ホットラインダイヤルボタンを巧しても、電話をかけることびできます。 
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電話をかけ直ず（巧タイヤル) 


親機で電話をかけ直す^ 

相手の方びお話し中などで、をラー度電話をかけ直す 
とさは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話をかけ 
直すことびでをます。 

親機では、最をにかけた電話番号び1件記憶されてい 
ます。 





受話器を取る 



ツーといラ音び聞こ 


元たら 

( 


を巧す 


0312345B78 


画質 W 能遇が r 


登团 


•親機で再ダイヤルでをる番号は32ケタま 
ででず。 

♦まちびい電話を防ぐために、「ツー」とい 
ラ音を確かめたあと、再ダイヤルボタンを 
巧して < ださい。 

♦最後にかけた巧手のちに電話をかけます。 


■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 


■ 規機の再ダイヤルの記憶をミ肖モずるとまは 

受話器を置いたまま操作します。 

① g , ぶ y を押す 
霞对甲す 

心キャッチ/綿 U 下ジ 

( 3 ) 「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶が消去され 
ます。 


巧"お知6せ 

♦呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
すと、なに再ダイヤルしたとさ、ちびラところに 
電話びかかることびあります。このとさは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直してください。 

参再ダイヤルのま号は、親機と子機で別々に記憶し 
ています。親機でかけたを号を子機で再ダイヤル 
することや、子機でかけたま号を親機や他のモ機 
で再ダイヤルすることはできません。 

• 再ダイヤルで電話をかけ直すとさは、読上げボイ 
スダイヤル機能は働きません。 




操作のしかた 


S を宮直ミ再ダイヤル) 
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操作のしかた 


子機を充電器から取 
って 

を巧す 


♦最をにかけた巧手のちび表示されます。 


:▲) または ：▼) で 
選び、を巧巧す 




♦子機で再ダイヤルでさる番号は最大24ケタ 
までです。 

♦子機を置いたまま電話をかけ直すとさはス 
ピーカーホンボタンを押しまず。 



通話び終わったら 

巧電器に房す 


•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
まず。 



■ 途中でやめるとまは 

( g ) を押します。 

■ モ傑の再ダイヤルの記憶をずべてミ肖モするとまは 

通話ボタンを消打させた状態で操作します。 

① 觸）を押し、または:、 ▼} で「サイダイヤ 
ルク U ア」を選ぶ 

② @を押ず 

③ もう一度、@を押す （ 「ピ ー 」と鳴ったあ 
と、すべての再ダイヤルの記憶を消去しま 
す。） 


巧"お知 S せ 

• 呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
ずと、次に再ダイヤルしたとを、ちびうところに 
電話びかかることびありまず。このとをは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直してください。 

• 再ダイヤルのま号は、親機とテ機で別々に記憶し 
ていまず。親機でかけた番号をテ機で再ダイヤル 
ずることや、モ機でかけたま号を親機や他のテ機 
で再ダイヤルすることはでさません。 

• テ機の巧ダイヤルの記録を、1件ずつ消去するこ 
とはでをません。 

• 親機でコピー中-プ U ント中のときは、テ機で電 
話をかけることはできません。 


電話をかけ直す【再ダイヤル） 




子機で電話をかけ直す^ 

巧手の方びお話し中などで、をラー度電話をかけ直す 
とさは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話をかけ 
直ずことびでさます。 

テ機では、最大3件記憶されています。 




電話をかけ直す(再タイヤル 
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親機と子機の聞でお話しする（内線通話) 



親機から子機を呼び出して、お話ししまず。 




操作のしかた 


f 親機 

受話器を取って 

n 結对申し、モ 
傑の内線ま号を 

巧す を,- 

(例）子機1のとき 

♦テ機の内線番号は子機のディスプレイに表 
のしている番号です。 


モ機 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か6取る 


♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を 「OFF」 にしているとさは通話 
ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点なします。 





通話び終わったら 

歷)黑糖 

受話器を房す 

C # モ機 

巧電器に房す 

参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


■ 規おとモ機の聞で通話中にかか6電話びかかって 
をた S 

親機とテ機それぞれに呼出音び聞こえます。 

親機で話すには 

① 受話器を戻ず（内線通話び切れます。） 

② 受話器を取る（がの相手のちと通話でさます。） 

子機で話すには 

① を巧す（内線通話び切れます。） 

② 子機の呼出音び鳴り始めたら、を押す 

(外の巧手のちと通話でさます。） 


巧"お知 S せ 

• 内線通話では、保留はでをません。 

• 内線通話中に、子機び親機に近づきすざると、 
「ピー」という音び出ることびあります。 

参内線通話のとさは、読上げボイスダイヤル機能は 
働をません。 




親機とモ機の間でお話しする(内線通話) 
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操作のしかた 


1 (# 


子機 


テ機を充電器から取 
つて 


巧お/クリア 


編を巧し、 

親機の内線番号 
(り安）を巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 



sMj 


親機 


呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 




通話び終わったら 

f 親機 

受話器を戻す 

モ機 

巧電器に房す 

♦充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


巧"お知 S せ 

参子機のスピーカーホンでの内線通話はでをません。 


視機と子機の巧でお話しする【内線通話） 




子機か6親機を 
呼び出してお話しする 


テ機から親機を呼び出してお話しします。 


親機とテ機の間でお話しする(内線通話) 



© 
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電話をとりつぐ（とりつぎ転送) 


親機か6子機へ電話をとりつぐ 


親機で受けた電話をテ機へとりつぐとさの操作です。 

团’ 




編 


© 

(例）子機]のとき 


f 親機 

通話中に|)5^胃 を 

巧し、モ機の巧 
線ま号を巧す 

♦巧手のちには、保留メ □ディーび流れます。 
参子機の内線番号は子機のディスプレイに表 
おしている番号です。 

♦テ機を増設しているときは、続けて他の子 
機の内線番号を押して呼び出すことびでさ 
ます。（内線シフトコール） 


モ機 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦通話ボタンび点なします。 

♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を roFF 」 にしているとさは通話ボタン 
を巧します。 



■ 巧び出してちモおび出ないときは 

次の（操作方法 1) または（操作方法 2) の操作 
をします。 

(操作ち法1 ) 

① 。益を押ず 

(呼び出しをやめて、保留になります。） 

② ちラー度ぶ g を押ず 

け目手の方との通話に戻ります。） 

(操作ち法 2) 

① 受話器を戻す 

② 再度、受話器を取る 

け目手のちとの通話に戻ります。） 


巧^お知 S せ 

参とりつぎ転送ずるとをは、読上げボイスダイヤル機 
能は働をません。 


1- 


□の ®® i 
□ ィ 
□慰®®! 
□ 1©®®! 

0 0 0 0 〇 0 

回禪 



織 レ 




親機 


電話をとりつぐこと 
を伝えて 

受話器を房す 



♦受話器を置くと、子機でがの巧手のちとお 
話しでさます。 


操作のしかた 



電話をとりつぐ(とりつざ転送) 













































電話をとりつぐ【とりつぎ面送) 



3 (# モ機 

a ■ 

電話をと日ごぐこ 
とを伝えて巧電器 
に房す 

1 

参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 

す。 


•このあと、親機で外の相手のちとお話しで 

をます。 



子機か6親機へ電話をとりつぐ 

外の相手のちからかかつてきた電話を子機から親機に 
とりつぐとさの操作です。 


1 S 


モ機 


通話中に 

巧想/クリア 

凹を巧し、 

親傑の内線ま号 
((0))を巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 




親機 


呼出音び鳴ったら 

ま話巧を取る 


♦子機とお話しでさまず。 



■ 巧び出してち規機が出ないとまは 

① を押す 

(呼び出しをやめて、保留になります。 

巧結/クリア 

② ちラー度@を押ず 

け目手の方との通話に戻ります。） 



操作のしかた 



電話をとりつぐ(とりつざ転送) 



2-35 






































r 親機 

通話中にの^ g 巧 i 甲 

し、受話器を戻 
す 


通話時間: 
保留中 


3 0秒 


画5 


^子機 

巧電器か 5 取る 



•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を rOFF」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 

•通話ボタンが点灯して相手のちとお話しで 
をます。 



>子機 


巧綜/クリア 


1藻の 

子機で通話中に 

を巧し、巧電器 
に房す 

参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


f 親機 

保留音び鳴ったら 

受話器を取る 


♦巧手のちとお話しでをます。 




1 S 


子機 


巧涼/クリア 

爲 


テ機で通話中に 

を巧し、巧電器 
に戻す 

•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


I 他の子機 


巧電器か 5 取って 
拿)を巧す 


♦充電器に置いていないとさは、そのまま通 
話ボタンを押します。 

•クイック通話を 「ON」 にしているときち通 
話ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点灯して相手のちとお話しで 
さます。 


電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり拓送) 


かかってきた電話を自分ひとりで親機からテ機、子機 
から親機、また子機から他の子機にとりつぐことびで 
さまず。 


1 

親機か5子機へとりつぐ 

操作のしかた、 





電話を自分ひとりでとりつぐ(ひとり転送) 
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第谭 

コピー/ファ％ 


\ 



• 

ぺージ 


ぺージ 

コピーやファクスをする前に 


ファクスの受けかた 


使用できる原稿 . 

- 3-2 

在宅モード . 

3-17 

原稿をセツトする . 

- 3-3 

留守モード . 

3-18 

原稿を取り出す（原稿排出） . 

- 3-3 

ファクスを受信したとさのプ U ントのしかた一 

3-18 

コピーやファクスするとさの画質-濃度を選ぶ 

- 3-4 

電話に出てか5ファクスを受ける 


コピーする 


親機で電話に出てからファクスを受ける- 

3-19 

コピーの禁止について . 

- 3-6 

テ機で電話に出てからファクスを受ける- 

3-20 

等倍でコピーする . 

■■3-6 

電話に出ないで自動のにファクスを受ける 


化大/縮ル/複数枚コピーする . 

- 3-7 

親機で自動的にファクスを受ける . 

3-21 

ファクスを送る 


自動的にファクスを受けるとさの呼出音の 


親機でお話ししてからファクスを送る ••••■ 

- 3-8 

回数を変える . 

3-22 

親機でお話ししないでファクスを送る ••••■ 

3-10 

メモ ij — 受信したファクスを画面で見る 


ミ毎がへファクスを送る . 

3-1 1 

(見てか6プリント機能） 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


見てからプ U ント機能とは . 

3-23 

親機の電話帳や再ダイヤルでファクスを送る--- 

3-12 

受イ 1=1 したファクスを画面(し表;^する . 

3-2 已 

親機の電話帳から名前で検索して 


表71^したファクスの見かた . 

3-26 

ファクスを送る . 

3-13 

メモリー受信したファクスをプリントする"- 

•3-28 

見てか5ダイヤルでファクスを送る . 

3-14 

メモリー受信したファクスを消去ずる . 

•3-29 

モ機の操作でファクスを送る 




テ機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル）で 




ファクスを送る . 

3-15 



子機の電話帳から名前の頭文字で検索して 




ファクスを送る . 
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■ ットでさる原稿のサイズ 

幅 ]48 mm 〜 210 mm 


長さ1 28 mm 〜已〇 Omm 


11 1 : 厚さ0.0己 mm 〜 0. 1 8 mm 

• コピーするとをは記録紙び A 4 サイズなので 
A 4 サイズの原稿 （210 mmx 297 mm ) ま 
でしかプ1」ントでをません。 

ただし、 A 4 サイズの長さを超える原稿を A 4 
サイズに分割してコピーずることびでをま 
ず。（分割コピー防 9-8 ページ） 

<厚さの目ま> 

新聞紙の厚さは約 0.0 已〜 0.0 已 mm です。 

上質紙の厚さは約 0. 1 Omm です。 

官製はがさの厚さは約 0.23 mm です。 

この取扱説明書の表紙の紙厚は約 0. 1 4 mm です。 
この取扱説明書の本文の紙厚は約0.09 mm です。 


■ 原稿を読み取れる節因 

原稿を読み取るとさは、実際に読み取れる範囲び 
ままっていまず。原稿の端の部分は読み取れませ 
んので、ごを意ください。 

• 最大読み取り幅205 mm 
•最大読み取り長送信原稿長 

(1 28〜已〇 Omm ) から上下とを2〜已 mm を引 
いた長さ 



■ -度に2巧な上セツトできない原稿 

® 長さ 297 mnn を超スる原稿 
♦厚さ 0.12 mm (90 k 目用紙……四六判 (788 
XI 09 1 mm ) の用紙100□枚の重量）を超 
える原稿 

• 厚さや大ささの異なる原稿 

■ そのままではセツトでをない原稿 

次のような原稿は複写機でコピーをとってから 
セツトしてください。 

• サイズび規定よりルさずざるちの 
(例：写真など） 

• フイルム状のをの 
• 紙の厚さび薄すざるをの 
♦しわ、破れ、折り目やソ U のあるをの 
•裏カーボン紙、感熱紙など 
• コーテイングされているをの 


資^お知 S せ 

•ク U ップやホッチキスの針は、必ず取り外してください。故障の原因になります。 

•糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾かしてください。原稿送り□-ラーや読み取り部（ガラ 
ス）のちれの原因になります。（ミちれたときは！®'8-3、8-已ページ） 

•原稿は無理に引さ出さないでください。無理に引っ張ると読み取り面やインク U ボンに傷びつさます。 
「原稿びつまったときは」を参照して取り出してください。（防=8-已ぺージ） 


B 


コピーやファクスをずる前に 


し 


使用でをる原稿 


n ピ—/ファクス 


n ピ—フアクス 


n ピーやフアクスをする前に 
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原稿ガイドを原 
稿の幅にさわせ 
る 


原稿ガイド 


ii£ 




□ の色)定） 
□ の®® 


11巧な上の原稿があるとを 

10枚の原稿をセットしたあと、コピーやファクス 
中に原稿び送り出されて減った枚数分を、セット 
されている原稿の一ま上に追加してください。 


し原稿を取り出す（原稿排出） 


2原稿はクフ向 
をに！ 

コピー やを信す 
る面を下にして 
セツトする （ 一 
度に1□巧まで） 


ピ 


□ 

ピ 


□ の®® 
□ のをの 


•原稿び自動的に少し引さ込み始めたら、 
を離して < ださい。 





□ 

ピ 

I 

や 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

す 

る 

前 

に 


記録紙をセツトしているとさは記録紙を取り出してから操作します。 


I 


—番下にある原 
稿を巧して、そ 
の他の原稿を取 
日な< 



>原稿び]枚だけのときは、 
へ進みます。 


そのまま手順2 


2福?択を巧して 
车または：▼で 
r 原稿排出 J を 
選ぶ 


機能還択 
2着信記録 

3インク U ボン使巧量 
4 メモ録音-通話録音 
已オリジナル応答 

6 原稻銳盤 

狂>で選択，ミ夫冠でミ央定 


画頁 


戻る 


を巧す 


□ の@贷 
□ の©® 
□ の®® 
□ ©©© 

固 □□ 



参原稿び自動的に排出されまず。 

参原稿び排出されないときは （US'S -巳ページ） 


コピーやフアクスをする前に 


禱 


原稿をセツトする 


コピーや送信ずる面をウラ向をにして、原稿挿入□に 
入れてください。（一度に10枚まで） 



操作のしかた 


操作のしかた 


n ピ 1/ フ 
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コピーやファクスをする前に 


コピーやフアクスするとをの 
画質-濃度を選ぶ 


原稿の文字の大ささや濃さ、写真など、種類に合わせ 
て、画質や濃さを選ぶことびできまず。 




※画質ボタンは原稿びセツトされているとさのみ、 
表ホされます。 


操作のしかた 


原稿をセットしたが態で操作します。 


を巧し、画質 


濃度を選ぶ 


♦画質ボタンを押すごとに、画質'濃度びを 
わります。 

♦選ぶことびできる画質-濃度は3-已ページ 
をご覧ください。 

♦画質ボタンを押さなかった場合、コピーの 
とさは「ルさな字」、ファクス送信のとさ 
は「普通字」に設定されます。 




n ピ 1/ フ 


n ピ—フアクス 


n ピーやフアクスをする前に 
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コピーやフアクスをする前に 


■選べる画質.濃度について 


惜通字」 


「ルさな字」 


I ■精細」 


「写真」 


「普字遭ぐ」 ♦文字び大きくはっきり見えるときに選 
H びます。 


r ルさな字濃。 •文字びルさな字のとをに逞びまず。 

_ ( 「普通字」の2倍の密度で読み取0ます。） 

I 画像びルさくなる（縮ルされる）ことは 

W ありません。 


mm 濃く」 


「写真濃く」 


♦細い線を使った図面や、到こルさな 
字のとさに選びまず。 

( 「普通字」の4倍の密度で読み取りまず。） 
受信側に「精細」びないとをは、自 
動的に r ルさな字」に切り替わります。 

•濃淡のある原稿（カラーの原稿）や、 
写真のときに選びます。 

•原稿の文字などび薄いとさは「濃く」 
を選びまず。 



巧"お知 S せ 

• 「普通字」に比べると、 r かさな字」「精細」「写真」で送るとファクスの送信時間び長くかかりまず。 
•コピーをするとさは、「普通字」を選んでち、「ルさな字」でコピーされます。また「普通字濃く」 
を選んでち、「ルさな字濃く」でコピーされまず。 

♦ファクスを送信ずる場合に画質ボタンを押さなかったときは、自動的に「普通字」び選ばれます。 

• ファクスやコピー中に画質選択を切り替えると、次の原稿から画質び変わります。 

• 「ルさな字」でカラーの原稿や写真をコピーすると、配色によって部分的に写らなかったり、黒く写る 
ことびあります。 


馨 


花•はな 
華-八ナ 
巧-はな 
華•ノけ 
花•はな 


禱 


n ピ—フアクス 


n ピ 1/ フ 


n ピ—やフアクスをする前に 
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本商品で原稿をコピーする場合、コピーしたちのを所有ずるだけで法律で罰せ5れるものびあります。ごを意 
<ださい。 

■法律で禁止されているちの 

■紙幣、貨醉、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券をコピー（複製）する事は禁止されています。 
たとえ、見本の印び押してあっても、複製してはいけません。 

(通貨及証券模造取締法、紙幣類似証券取締法） 

■外国において流通する紙幣、貨幣、証券類のコピー（複製）もできません。 

(外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造を造及模造二関スル法律） 

参未使用の郵便切手、官製はびさなどは政府の許可を受けないでコピー（複製）ずることは禁じられていまず。 
(郵便切手類模造等取締法） 

参政府発行の印紙および;酉税法や物品税法などで規定されている証紙などちコピー（複製）でをません。 
(印紙等模造取締法） 

■コピー（複留）ずる場合にま意を要ずるちの 

参民間発行の有価証券（株券、手お、ル切手など）、定期券、回数券などは、事業会社び業務用に最任お 
要部数をコピー（複製）する!;(外は、政おの指導によってを意び呼びかけられています。 

参政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、身分証明書や通行券、食券などの切符類を 
勝手にコピーしないほラびよいと考えられています。 

■普作権にま意するちの 

■著作権の目的となっている書籍、音楽、給画、版画、地図、図面、映画、および写真などの著作物は、 
個人的にまたは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用するため!;(外は、コピー（複製）を禁 
止されています。 


等倍で コピーす る 


一度に]□枚まで原稿をセツトしてコピーすることびできます。 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


□ の®の 
□ の®® 


♦コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶときは、画質ボタンを巧します。 
( bS ' S - A ぺージ）画質ボタンを押さなかつ 
たとをは、自動的に「ルさな字」でコピー 
しぶ9 〇 


画質 
0 

切り替わります。 


えることはでさません。） 

■ 拡大コピ ー/ 縮小コピ ー/ 複数巧コピーをするとをは 
岐 3-7 ぺージ） 

■ 原稿がつまったとまは （ e ^8-6 ぺージ） 


2 、黯^ を巧す 

コピー 中 P , 1 

等倍: 1. 0倍 

'囲酉' ' ' 

参コピーび 始まります。 


コピーの透中で画質を切り替えるとをは 

コピー 中に I Bn 胃を押ずと次の ページから 画質び 
(コピー 途中の原稿の画質を変 


■ 記録紙びつまったとまは （陵 >8-7 ぺージ） 

■ 途中でやめるとまは 

©を押します。 

(コピー中の記録紙び出てをます。このあと原稿 
び自動的に出てをます。） 

巧"お知 S せ 

• 等倍でコピーしてち、機械の巧態や記録紙の状態によ 
り厳密な等倍サイズにはならないことびあ0ます。 

参通話中にコピーを始めることはできません。 

参コピー中に電話びかかってさたとさは、親機の受 
話器を取ってお話しください。親機のオンフック 
ボタンを押しても、巧手からの声は聞こえます 
び、お話しはできません。 

• コピー中は、内線通話やテ機での通話はできません。 
参停止ボタンを巧すと選んだ画質び取0ミ肖されます。 


B 


コピーずる 


コピーの禁止について 


3 n ピ—/ファクス 

ファクス 


n ピ—する 
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原稿ガイドを合わせ 

原稿をクラ向 

をにセツトする 


□ の®® 
□ の色)® 


♦コピーする面を下にしてセツトします。 

(-度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
(i®>3-4 ページ）画質ボタンを押さなかつ 
たとさは、自動的に「ルさな字」でコピー 
します。 


2 


鳴能還択 


0 


を巧し、 


ロピー設定 J 
を選ぶ 


(/ fel を巧し、 ’:▲) ま 

たは：▼でコピー 
の種類を選ぶ 


機能選択 
1 ] ピー離 
2着信記録 

3インクリボン使巧量 
4 メモ録音*通話録音 
巳オリジナル応答 
® で選択，ミ夫眉でミ夫定 


面百 


戻る 


コピー 設定 
1拡大丄 J 倍 
2縮小！] .8 倍 
3複数枚 コピー 


狂> で選択，ミ夫眉で決定 


画頁 


戻る 


■ 復没[枚コピーのとをにコピー巧巧をまちがえたとをは 

枚数を入力し直します。 

■ 菁倍コピーをずるとまは （ b ®=3-6 ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは（防 =8-6 ぺージ） 

■ 記録紙びつまったとまは（防 =8-7 ぺージ） 


4 圈を巧し、 

揣! I を巧す 



♦コピーび始まります。 

♦コピー終了後、等倍に戻ります。 

-手順3のときに…… - 

r 拡大 1.4 倍」を還んだとき 

140%にお大してコピーします。 


B B 


「縮ル0.8倍」を還んだとを 

80%に縮ルして コピーし ます。 


B 


B 


「複数枚コピー」を還んだとき 

複数枚のコピーをします。 

@〜@を押して枚数を入力し、 
P を押します。（最大5枚） 


巨 


I 巨 


巧"お知 S せ 

• コピー中は、内線通話やモ機での通話はできません。 


コピーする 


禮 


y 広大/縮か/複数枚コピーする 

拡大/縮ルコピーや同じ原稿の複数枚コピーなどびで 
をます。 



操作のしかた 


HOB フアクス 

3 n ピ—/ファクス n ピ—する 
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m 


ファクスを送る 


親機でお話ししてか6 
ファクスを送る 

親機で電話をかけて、巧手のちとお話ししてからファ 
クスを送るときの操作です。 

原稿は一度に10枚までセツトでさまず。 


男 g を巧ずとファクス送信の案内が表示されまず。 


操作のしかた 


か FAX 


巧-卜 



オンフック 


微レ 



原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


フ 

ア 

ク 

ス 

を 

送 

る 



□ の©感 
□ のを® 


♦送信する面を下にして原稿拝入□にセット 
します。（一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
( B を 3-4 ぺージ）画質ボタンを押さなかつ 
たときは、自動的に「普通字」で送信します。 


2 受話器を取る 

で tr 

1 


\'\1 Q . 

0 0 0 0 

•相手のちとお話ししないで、ファクスを送 

りたいとさは （ c 赏 3-1 日ぺージ） 




「ツー」という音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 


♦まちびい電話や誤送信を防ぐために、「ツ 
一」といラ音をおかめたあと、正しくダイ 
ヤルしてください。 

♦押したボタンの番号をスピーカーの音声で 
お知らせします。（読上げボイスダイヤル 
機能）各ボタンの音声については、 2-2 ぺ 
ージの音声一覧をご覧ください。 


ネ目手の方び出たらフ 
アクスを送ることを 
伝えて 


5 >fax 
スタ-卜 


を巧す 


♦相手のちび電話を受けたらお話しすること 
びでをます。 

♦相手のちのファクシ S U び留守ま電話のと 
きはその案内に化って操作します。 

♦相手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。 

(おまかせ送信） 

※回線の状態でおまかせ送信びでさないこ 
とびおります。このとさは「ピー」とい 
ラ音び聞こえたら FAX スタートボタンを 
巧して < ださい。 

♦送信中、途中でやめるとさは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまったが態になりま 
す。腐 " S - S ぺージ） 


受話器を房す 



>ファクス送信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こえます。 


i 風棘風 ® i 
I® © ® ©i 

jo Q 0 ©i 
□ □ 
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ファクスを送る 


■ 巧信前に途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 11巧な上の原稿びあるときは （防 3-3 ぺージ） 
■ r ほ信エラーがあ日ました。 J と聞こえた6 
(防 8-24 ぺージ） 

■セットした原原を旧日出すとまは （防 3-3 ぺージ） 
■ モ巧の操作でフアクスを巧るとまは （^3-15 ぺージ） 

■ ファクスをを信したときの按了音を切り替えるとまは 

「終了音を鳴らす」（防已 -1 已ページ）で切り替 
无ます。 

■ 原稿げつまったときは （陌>8-6 ぺージ） 


■ おまかせ巧信とは 

巧手のちび受信操作をすると「ピー」といラ音 
(ファクス受信音）び聞こえ、「ファクスを送信 
しまず。【受話器を戻してください。】」とメッ 
セージび流れて自動的にファクス送信します。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っていると 
をのみ流れます。 

■ 読上げボイスダイヤル巧能の音量を巧えるとをは 

「親機のスピーカー音量を変える」の操作をして 
ください。 （ B ぞ 1-32 ページ） 

■ 読上げボイスダイヤル機能を解除するとさは 
{防 己-5ぺージ） 


禮 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


フアクスを送る 
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ファクスををる 



規機でお話ししないでフアクスを送る 


相手のちにダイヤル、お話ししないでファクスを送ることびでさます。 


操作のしかた 



フ 

ア 

ク 

ス 


1原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 




□ の色)® 
□ ©色)® 


♦送信する面を下にして原稿巧入口にセツ 


します。（一度に10枚まで) 


♦画質を逞ぶときは、画質ボタンを押します。 
(防 3-4 ぺージ）画質ボタンを押さなかつ 
たとさは、自動的に「普通字」で送信しま 
す。 



を 

送 

る 


，凛，を巧す 


オンフックダイヤルモード 


'画質'機能遇が' '登録 



3 「ツー」という音び 

聞こえたら 

ダイヤルする 


参まちびい電話や誤送信を防ぐために、「ツ 
一」といラ音をおかめたあと、正しくダイ 
ヤルして < ださい。 

♦押したボタンのま号をスピーカーの音声でお 
知らせします。（読上げボイスダイヤル機能） 
各ボタンの音声については、 2-2 ぺージの 
音声一覧をご覧ください。 


031234已己78 


画質-梅能遇が' '登窗- 



電話びつなびったら 


か AX 
劝-卜 


を巧す 


♦送信び始まります。 

♦送信中、途中でやめるときは停止ボタンを 
押しまず。（原稿びつまったが態になりま 
す。防8-已ぺージ） 

♦ファクス送信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こえ、自動的に回線び切れます。 


■ を信前に途中でやめるとまは 

ォ寡，を押します。 

■ 原稿びつまったとさは { b ®> S -6 ぺージ) 


巧^お知 S せ 

•相手の方びファクス受信に切り替えなかったとをなど「応答びありません」と表示されてファクスび送 
られないことびあります。こんなときは、「親機でお話ししてからファクスを送る」（咳=3-8ぺージ） 
のち法で送信してください。 

♦ファクス送信中にディスプレイに表示されるま号は相手のちのファクシミ U に登録されている番号（発 
信元番号）ですので、実際にダイヤルしたま号と異なる場合びありまず。（必要に応じて巧手のちにお 
認してください。） 

♦相手のちび自動受信（音声応答なしの場合）に設定されていると、こちら側には「ピー」音び聞こえます。 

• 読上げボイスダイヤル機能の発声中に次のダイヤルボタンを押すと、発声中の声を止め、次に押された番号を 
発声します。このため、早くボタンを押すと音声び途切れます。音声を確認してからなのボタンを巧すことを 
おすすめしまず。 
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原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


I 市が局まを入れる 

ABC @ ノ -_ ABC 

(例)愛)お)愛） 


□ の®® 
□ の©® 


XXXX 010 12 12 


画質'後能涅巧 r 


♦送信する面を下にしてセツトしまず。 
(一度に10枚まで） 

♦画質を逞ぶときは、画質ボタンを押します。 
(防 3-4 ぺージ）画質ボタンを押さなかつ 
たとさは、自動的に「普通字」で送信しま 
す。 

I 


>最初にくる「0」はお要ありません。 


7 ファクス番号をダ 
イヤルする 


1012 ] 21234 己 67 


画質惟能涅巧' I 登録 


, I 恩./-_ ABC 化ト レ HI 化し MNO ドリの 

2受話器を取る 0 (例)⑩@透)-®赁)@@ 



電話を社の識別 
番号をダイヤル 
する 


XXXX 


画質嚼罷遇巧^ 


• 「マイライン」「マイラインプラス」を契 
約されているとさはダイヤルずる必要はあ 
りません。 

♦巧したボタンのま号をスピーカーの音声でお 
知らせします。（読上げボイスダイヤル機能） 
各ボタンの音声については、 2-2 ぺージの音 
声一覧をご覧ください。 


010をダイヤル 
する 


I 国ま号を入れる 

(例）アメリカ 

留ノ-_ 

© 


XXXX 010 


質 I 機能涅巧「 


XXXX 0101 


質'様能遇が I 「き结 


■ 透中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 原稿がつまったときは（臨 8-6 ぺージ） 


電話がつながったら 

f か ax'! 

[^5 -卜 J 


を巧す 


♦送信び始まります。 

•送信中、途中でやめるときは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまった状態になりま 
す。防 8-6 ぺージ） 

♦相手の方び電話に出る前に FAX スタートボ 
タンを押すとファクス送信びできないこと 
びあ0ます。 



@"お知6せ 

♦ミ毎外へファクスを送るときは、国や地域によって 
回線状況びよくないところびあり、正常に受信さ 
れない場合びあります。 

•国際通話や通信につさましては、電話会社によっ 
て可能な国や地域などび異なりますので、詳しく 
は各電話会社までお問い合わせください。 


海かへファクスを送る 


禱 


時差など考えて上手にご利用ください。 

(例）アメリカ （1-2 に- 123-4 已日 7) へ送る場合 


操作のしかた 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


海外へフアクスを送る 
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♦送信する面を下にしてセツトします。 

(一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質ボタンを巧しまず。 
( i ®=3-4 ページ）画質ボタンを巧さなかつ 
たとさは、自動的に「普通字」で送信します。 


■ 途中でやめるとまは 

を巧しまず。 

■ 「通信エラーびお日ました。 J と聞こえた百 
(防 8-24 ぺージ） 

■ 受話器を取ってファクスををるときは 

① 受話器を取る 

② 「ツー」という音を確かめたあと、 


電話帳で送るときは、 


m 

K が夕 - 


を2回押して、 


■>) または乎1で巧手のちを還ぶ 
(第1ま号に送るとさは、このあと y & j を押 
して送ることをできます。） 


再ダイヤルずるときは、，,ぶを押し、手順 
④へ進む _一 

③ 電話帳で送るときは、胃*を押し、 

■ X ' または I ,)で電話ま号（第1ま号または第 
2ま号）を選ぶ 

④ S ) を押し、相手のちび受信操作したときの 

「ピー」といラ音び聞こえたら（または、巧 
手のちとつなびったら） g を押す 

⑤ 受話器を戻す 

■ 規機の再ダイヤルの記憶をミ肖モずるとまは 
(防 2-30 ぺージ） 

■ 原稿がつまったとさは{防=8-6ぺージ） 
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巧"お知 S せ 

• ファクス送信中にディスプレイに表示されるま号 
はネ目手のちのファクシ5 U に登録されているま号 
(発信元番号）でずので、実際にダイヤルしたま 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて相手 
のちに確認してください。） 

• 電話帳や再ダイヤルか5自動的にファクスを送ると 
さは、読上げボイスダイヤル機能は働をません。 


ピ 


ピ 


□ ©色)® 
□ 尾)®色) 


3 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


電話帳でファクスををるとを 



電話張登録讲磯りり件 


>時報 
>天気予報 
>を号案の 


117 

177 

104 


ル を2回 

巧し、みまた 
は :▼) で巧手の 
方を選ぶ 

•ディスプレイで相手のちを確かめます。 


な>で選択，【!../ホ沼で FA ) (送 


巧索婿規登録臂巧表示「 


電話帳]件表巧 
名前:池田悟 
読み:イケタ‘ヴトシ 


番号の 

番号② 
E-Mail 


0312345678 
日日日1234日。日 
I Keda@xx, yy, co. 


IP 


1 羊細表示 

(D 0を押し、 

▲または ： Tit 
電話ま号 
(第1番号また 
は第2ま号）を 
選ぶ 

♦第]を号にファクスを送るとをは、手順① 
のあと、 FAX スタートボタンを押して送る 
ことをでさまず。 


な>で還択，ま面で FAX 送 

I I が正'戻； 


再ダイヤルでファクスををるとを 


を巧す 


再ダイヤル 


池田悟 
0312345 B 78 


[ミ-/決迈で FAX を信，階去]で 


♦ディスプレイで相手のちの名前（ま号）を 
お認します。 


または1/;指1を巧す 


♦自動的に送信を始めます。 


5>fax 

スター ト 


B 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


[ 親機の電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 

電話帳にファクスま号を登録しておくと、電話帳から相手のちを選んでファクスを送ることびでさます。 

親機と子機の電話帳にはそれぞれ100人分のま号を登録できます。（防 =2-1 1〜 2-1 3、 2-1 9ページ） 
相手のちびお話し中など、をラー度電話をかけ直してファクスを送るときは、再ダイヤルボタンを使って簡 
単にファクスを送ることびでをます。 


操作のしかた 


受話器を置いたまま操作します 


ファクス 電話帳や再タイヤルでファクスを送る 











































巧"お知 6 せ 

• 巧手の方びファクス受信に切り替えなかったとき 
など r 応答びありません」と表示されてファクス 
び送られないことびあります。こんなとさは、 

「親機でお話ししてからファクスを送る」 

(咳 =3-8 ページ）のちまで送信してください。 
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原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセットする 




□ の®® 
□ の©忘) 

I 。の价佈 

•送信ずる面を下にしてセツトします。 

(一度に10枚まで） 

•画質を選ぶときは、画質ボタンを巧します。 
( i ®=3-4 ページ）画質ボタンを巧さなかった 
ときは、自動的に「普通字」で送信します。 


2 


見てびがィャル 

/胤 


を2回巧 


%*を巧す 


〈相手名検索〉 


> 


半[妍 


[ダ仆ル]で义字入力，狂> で検 


文字切が 


巧消 


•読みが己日音で始まるときは、手順3をとば 
して手順4に進むことができます。 

4 ダイヤルボタン 

でを前の r 読 
み J を入力する 

(防 1-38 〜 1-42 ぺ 
-ジ） 

• 「読み」の頭文字や途中までの文字でち探 
すことびでさまず。 

■ 途中でやめるとまは 

( i | tj を押します。 

■原稿びつまったとさは （腐=8-6 ぺージ） 


〈相手名検索> 

半[研 

かダサトシ 


> 


[ダイヤル]で文字入力, 

® で検 

1文宇切替1 ' 

1取消 


電話張登録4件磯り96件1 


>天気予報 

177 

》番号案内 

104 

ホ 田 悟 

031りり S り 、夕 

巧> で選択, 

[ミ../ ま迅で FAX 送 

巧索1新規登録1詳巧表示,戻る 


:▼) を巧す 


蛋話お登録4件磯り W 件 


>時報 
》天気予報 
僅号案内. 


117 
1り 
104 


な>で選択，ま眉で FA ) (送 


巧巧喃規登録管閒 B 表示 f 


:▲) または： ▼) で 
巧手の方を選ぶ 


翰®表示 を巧し、 

ぶまたは： ▼) で 
電話ま号（第1 
ま号または第2 
ま号）を選ぶ 

•第1ま号にファクスを送るときは、手順日 
のあと、 FAX スタートボタンを押して送る 
ことちでさます。 


電話帳 1 件表示 
名前:池田悟 
読み:かダサトシ 

りり678 
ま号②り3り678 
E-Ma i I: i keda@xx, yy. co, j p 
铅で選択， [ i ../ ま赶で FAX 送 


修正 


§ または® 


を巧す 


池田悟 


♦選んだ巧手のちに自動的に電話をかけます。 

♦相手のちびファクス受信に切り替えると送 
信び始まります。 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


禮 


視機の電話帳からち前で 
巧索してファクスを送る 


名前の「読み」を入力して、相手のちを電話帳から選 
ぶことがでさます。 




操作のしかた 


□ i 巧®思) i 

J ダイヤル 

□ i め®® h 

n ボタン 

ひ咳_®®! 




u 

f が FAX ) 



n 

巧-卜 



'検索 

1辞細表示 



] 


0 

0 




身て的タイヤル 

/MSS 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 





























































































見てからタイヤルを利用して、簡単にファクスを送る 
ことびでさます。 

見てからダイヤルを利用ずるには、あらかじめ親機の 
電話帳からま号を登録しておく必要びあります。 
( b ®>2-26 ぺージ） 


操作のしかた 


B 


見てか S ダイヤルでファクスを送る 


ド >FAX 



1, 


，巧- 卜 




見てか5タイヤル 

/IBI 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


参送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質ボタンを巧します。 
(防 3-4 ぺージ）画質ボタンを巧さなかった 
とさは、自動的に「普通字」で送信します。 



叫 


の 

見てひ5タイヤル 
/歸 K 


を巧す 


見てからダイヤルー覧 
1池田悟 日 

2 7 

3 8 

4 9 

已 0 

グ仆ル [1 〜 0] で FAX を送信しま 


登録 


ファクスしたい番 
号が登録をれたダ 
イヤルボタン （1 - 
□) を巧す 



0贷@ 
©色)色) 



•相手のちの名前が表示され、ダイヤルを始 
めます。 

♦巧手のちびファクス受信に切り替えると送 
信び始まります。 


■ 途中でやめるとまは 

を巧します。 

■原稿びつまったとまは { b ®=8-6 ぺージ） 


巧"お知 S せ 

参相手の方びファクス受信に切り替えなかったとさ 
など「応答びありません」と表示されてファクス 
び送られないことびあります。こんなときは、 
「親機でお話ししてからファクスを送る」 
(腐 =3-8 ページ）のち法で送信してください。 
•見てからダイヤルでファクスを送るとさは、読上 
げボイスダイヤル機能は働をません。 


織 レ 


缺風妙御 i 
© © ® 

© ® ® 敏 
□ □ 



3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


見てからダイヤルでフアクスを送る 


3-14 






















































子機の操作でフアクスを送る 


禮 


し子機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル）でファクスを送る 

親機にセツトした原稿を、子機でダイヤルしてファクスを送信できます。 



♦送信ずる面を下にしてセツトします。 
(一度に10枚まで） 

参画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
(防 3-4 ぺージ）画質ボタンを押さなかつ 
たとさは、自動的に「普通字」で送信しま 
す。 


タイヤルしてファクスををるとを 


I モ機 


# 

^を巧して、巧 
手の方の番号をダ 
イサルする 


電話帳でファクスををるとを 


I 子機 


S'- 

:▲) または： ▼) 
で巧手の方を選 
んだなと、^ 
を巧す 


と 


•モ機を置いたままでファクスを送るときは 
スピーカーホンボタンを押します。 


♦機能ボタンを押ずと、親機びファクスを送 
り始めます。 

♦相手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいときは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを巧します。 

♦相手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信陈 =3-9 ぺージ） 

《回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあり 
まず。そのときは「ピー」とい5音び聞こえた 
5、機能ボタンを巧してください。 


C # モ機 

巧電器に房す 



■ 途中でやめるとまは 

手順3を行ラまでの間に S を押します。 


再ダイヤルでファクスををるとを 


■ 原稿がつまったときは{防 8-6 ぺージ） 


(#モ機 

aif く（を巧したあ 

と、：▲，または: ▼) 
で巧手の方を選 
び、を巧す 


ぷ 


■ モ機の再ダイヤルの記憶をミ肖まするとをは 
岐2-31ぺージ） 


@"お知 S せ 

• 親機や他のモ機でかけた電話ま号をテ機で再ダイ 
ヤルすることはでさません。 

• テ機で再ダイヤルでさるのは、24ケタまでです。 
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n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


子機の操作でファクスを送る 


































f 親機 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


□ のを® 
□ のを® 


•送信ずる面を下にしてセツトします。 
(一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
( bS ' S - A ページ）画質ボタンを押さなかつ 
たとさは、自動的に「普通字」で送信しま 
す。 


I モ機 

□3 を巧す 




^モ機 

巧手の方のを前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

(例） r イ」で探す： 

@を2回巧す 

C # モ機 

▼) 对甲す 


参入力した文字から始まる相手のちを表示し 
ます。 

•該当ずる頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないときは、最も近い次の名前を表示 
しまず。 



■ 途中でやめるときは 

S を押します。 


) 子機 


S' 

(▲) または： ▼) で 
巧手の方を選び、 
をを巧す 




♦相手のちのま号び表示され、ダイヤルを 
始めます。 


I モ機 


6 S' 

ネ目手の方び出たらフ 
アクスを送ることを 
伝えて 


( g ) を巧す 


♦機能ボタンを押すと、親機びファクスを送 
り始めます。 

♦巧手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

♦巧手のちび受信操作をずると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®>3-9 ぺージ） 

《回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあり 
ます。そのとをは「ピー」という音び聞こえた 
5、機能ボタンを巧してくださし、。 



m 


モ機の操作でファクスを送る 


子機の電話帳か6名前の頭文字で巧索してフアクスを送る 


子機の電話帳に登録されている相手のちを選ぶとき、名前の頭文字で検索して選ぶことびできます。 
通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


操作のしかた 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


テ機の操作でファクスを送る 
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■巧をモード時の操作 （防 3- 19ぺージ） 

•ご購入時、呼出音の回数は「無制限」になっています。 



一定の呼出音び鳴った （1 〜2已回）あと、ファクス受信に切り替えることもでさます。 

(防 3-21 〜 3-22 ぺージ） 

ただし、相手のちび「ポー•ポー'''」という音を出さずに送信ずるファクスをご使用の場合や、相 
手のちびスタートボタンを押さなかったとさは、自動的に受信でさません。 FAX スタートボタンを 
押して受信してください。 


巧^お知 S せ 

参呼出音の回数を1回に設定すると、ずぐに応答 
メッセージび流れてファクス受信になります。ま 
た、応答メッセージを流さないよラに設定するこ 
とはでをません。 

(応答メッセージび流れている間に受話器を取る 
と話すことびでをまず。） 


ファクスの受けかた 


m 


ファクスの受けかたは、「在ちモード」と「留守モード」の2つの種類びあります。 

受信したファクスのプ U ントのしかたは、「見てからプ1」ント」「メモ U —受信」「記録紙受信」から選び 
ます。 


巧ちモード（家にいるとき） 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


フアクスの受けかた 


3-17 
















ファクスのまけかた 


■留守モード時の動作 {防 4-2~4-4ぺージ） 




設定した回数の 

呼出言び鳴る 答メッセージが流れる 

1111 「にた今、留守にしており 

(呼出音の回数 


4刚 


ます。ピーと鳴りましたら 
お名前とご用件を…」 


※呼出音の回数は 
変更できます。 

(防 4-3 ページ） 
※お買いあげ時、呼出音 
の回数は r 4回」に 
なっています。 


(相手びファクスのとさ J 

ネ目手びスタートボタンを押 
すと自動的に受信します。 




巧手び電話のとき_; 

通常の留守番電話の動作 
になります。 



送られてきた原稿は、プリントするとき、全体を約93%に縮ルします。 

ファクスを受信するとをに、受信日付や相手のちのファクスに登録されてし)る電話ま号をプ U ントするた 
め、全体を約93%に縮ルします。縮ルしないでプ U ントしたいときは、 縮小受信の 設定（防 9-7 ぺージ） 
を「なし」にします。 

※ただし、「なし」に設定をされても相手のちの機械や回線、こちら側の機械や記録紙の状態によつ 
て、正確に1巧1にならない場合びあります。 


i ファクスを受信したとまのプリントのしかた 

ファクスを受信したとさのプ U ントのしかたは、なの3通りでず。お買いあげ時は、メモ U - 受信に設定さ 
れていまず。 

変更するときは 「 FAX 受信ち法を選ぶ」で設をします。（豚已 -1 巳ぺージ） 


見てか5プ U ント • 

(防 3-23 〜 3-27 
ページ） 


メモリー受信 


記録紙受信 


ファクスをメモ U - 受信（《）し、ディスプレイに表示してお語することびでをま 
す。内容をお認してから、必要なファクスだけプ1」ントできます。（自動的にはプ1」 
ントしません。） 

ファクスをメモ U - 受信が）してから自動的に記録紙にプ U ントします。記録紙や 
インク U ボンびなくなったとを、受信データはメモリーに保存されています。 

ファクスを受信しなびら自動的に記録紙にプリントします。記録紙やインクリボンが 
なくなったとさはファクス受信でさません。 

-※メモリー受信とは- 


送られてをたファクスを記録紙にプ1」ントせずに、いったんファクシ SU のメモ U - に記録することです。 


禮 

1 留守モード （留守にするとき) 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクスの受けかた 


3-18 




































電話に出てか 6 ファクスを受ける 


親機で電話に出てか6 
ファクスをまける 


相手のちとお話ししたあと、ファクスに切り替えます。 




操作のしかた 


原稿をセツトしていない状態で操作します。 



ファクスに切り替え 
ることを巧手のちに 
伝无て 

を巧す 


^FAX 
スタ-卜 


参受信び始まります。 

♦受話器を取るだけで自動的にファクスに切り 
替わることちあります。（おまかせ受信） 


3受話器を房す 



♦ファクス受信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こ无ます。 


■ おまかせ受信について 

電話を受けたとき「ポー.ポ—」といラ音び聞 
こえると、「ファクスを受信します。【受話器を 
戻してください。】」とメッセージび流れて自動 
的にファクスを受けまず。 

( 「おまかせ受信」を解除するには腐=9-日ぺ 一 
ジ） 

《回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあり 
ます。そのときは「ポー•ポー…」という音び聞 
こえたら gj を押してください。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っていると 
さのみ流れます。 


■ 呼出音び一定の回数 （1 ~25回）鳴ったあと、 
ファクス受信に切り替えるときは 
{防3ぶ1~3-22ぺージ） 

在宅モード時のコール回数を設定すると、設定し 
たコール回数び鳴り「ポー-ポー…」といラ音を 
検出すると、ファクス受信に切り替わります。在 
ちモードでファクス受信されることびをいとさ 
や、電話に出ないでファクスを受けたい場合は、 
「在宅モード時のコール回数」を日回し U 下に設定 
して < ださい。 

7回し U 上に設定されると巧手の方び自動送信をさ 
れたときなどは、ファクスに切り替わりません。 
また、巧手のちび手動送信のときは、巧手のちび 
送信の操作（スタートボタンを押す）をしたとさ 
だけファクス受信でをます。 


禱 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


電話に出てからフアクスを受ける 
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電話に出てか 6 フアクスをまける 



操作のしかた 


親機に原稿をセットしていない状態で操作します。 


呼出音び鳴ったら、 

巧電器か6取る 



ネ目手の方にファクス 
に切り替えることを 
伝えて 

©を巧して、 

巧電器に房す 



•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を roFF」 にしているとをは通話 
ボタンを押します。 

参通話ボタンび点なします。 


♦親機に原稿びセツトされているとさに機能 
ボタンを押ずと送信になりまず。 


■ おまかせ受信について 

電話を受けたとさ「ポー.ポー'''」といラ音び聞 
こえると、「ファクスを受信します。【受話器を 
戻して<ださい。】」とメッセージび流れて自動 
的にファクスを受けます。 

( 「おまかせ受信」を解除するには-日ぺ一 
ジ） 

《回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあり 
ます。そのとさは「ポー.ポー'''」といラ音び聞 

こえたら@を押してください。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っていると 
きのみ流れます。 


巧"お知6せ 

♦キャッチホンをご利用のときは、ファクス通信中 
に回線からの信号で通信びでさなかったり、画像 
に線び入ったりすることびあります。 

参コピー中はファクスを受けることはでさません。 
電話びかかってをたとさは、親機の受話器を取っ 
てお話しください。 

参固定メッセージび流れている間に、親機の停電時 
端子に接続した電話機の受話器を取ってを通話で 
さません。 

参相手の方びファクスを手動送信で送ってさたと 
き' 電話を受けても無音の場合びありまずので、 
呼びかけて応答びないことを再度お認してから、 
親機の FAX スタートボタンまたは、子機の機能ボ 
タンを押してください。 




モ機で電話に出てか6 
ファクスをまける 



3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


電話に出てからフアクスを受ける 


3-20 
































電話に出ないで自動的にファクスを受ける 


禮 


親機で自動的にフアクスを受ける 


呼出音の回数を設定 （B を 3-22 ページ）すると、一定の呼出音び鳴ったあと、自動的にファクス受信に切り 
督えることびでさます。 


巧手側 



プルル （1 回目 ）一 


こち5側3 


(呼出音の回数を6回に設定しているとき） 


呼出音び鳴る 



プルル''' 


呼出音が鳴っている間に受話器を取ると通話 
でをまず。 

通話したあと、ファクスを受信ずるには、 

を巧してか S 受話器を戻してください。 


5>fax 

巧-卜 


プルル (1 回目） 


プルル（日回目） 


プルル（日回目） 




をお知5せ 

♦呼出音の回数を7回！; Lb に設定すると、巧手のちび自動送信や、ダイヤルしたあと、すぐにスタートボ 
タンを押されたとさはファクスに切り替わりません。在宅モードでファクス受信されることびをいとき 
や、電話に出ないでファクスを受けたいとさは、「自動的にファクスを受けるとさの呼出音の回数を変 
える」で、呼出音の回数を日回 L ソ下に設をしてください。（防 3-22 ぺージ） 

参留守モードでお使いのときは動作び異なります。〜 4-4 ページ） 

♦ネ目手のちび「ポー•ポー…」といラ音を出さずに送信するファクスをご使用の場合や、相手のちびスタート 
ボタンを押さなかったとさは、自動的に受信できません。このようなとさは受話器を取ってか5、 FAX ス 
タートボタンを巧して受信してください。 § 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


電話に出ないで自動的にフアクスを受ける 









































登 Q 録を巧し、 

ぶまたは ▼) で 
r 音関連設を J 
を選ぶ 

轉 I を巧し、 

:▲) またはみで 
r 親機呼出音 J 
を選ぶ 


音関連設定 
1音量調整 
2親機呼出音 
3メール到着通知音 
4メール自動受信完了音 

巧> で選択，ん ./ ず迅で決定 


戻る 


レ副を巧し、ぶ 
または：▼:で 
r 巧ち時コール 
回数 J を選ぶ 

幢 J 对甲し、‘み 
または： ▼) で 
r 回数選巧 J を 
選ぶ 


在宅時コール回数 
1回数還お 
2無制限呼出 


巧> で選択， [!../ 決迈でミ央定 


戻る 


■ 「無制限巧出 J になっているときは 

呼出音が鳴り続けて、応答しません。 
(はじめは「無制限呼出」になっています） 

■ 受信できないが態のときは 

呼出音が鳴り続けて、応答しません。 


■巧出音の種類をおえるときは （ e ^ 1 - 28 〜 1 - 2 目 
ぺ—ジ） 


I 民る 


親機呼出音 
1親機呼出音切曾 
2在宅時コ^ル回数 
3留守時コール回数 


な> で選択ず迅でミ央定 

I 「 「戻る 


@を巧す 


回数選択 
現在無制限呼出 


01-25 を入力して<ださい 


戻る 


回数選択 

呼出音の回数を 在宅時コ-ル回数= 〇目回 

入力する 
(□1〜25回） 

戸气[:„/ミ夫迅で決定します 

(例）日目回 @@ 


取消 


@を巧す 


巧 

回数選お 

か n ょ一1 II 口 * b — nr ■口 



日回 



に設定しました 


[ミ../ ま进でミ央定します 



' ' '戻 

る 



8 

f 贷 ） 


停止1 


を巧す 


B 


電話に出ないで自動的にファクスをまける 


11 自動的にファクスを受けるとまの巧出音の回数ををえる 


操作のしかた 


L 受話器を置いたまま操作します 


CO n ピ —/ ファクス 

n ピー msss 


電話に出ないで自動的にファクスを受ける 


定 


を 


定 

定域 

をを II 施 

設設機^ 

ス計利 ： S 

ィ時便定（ 

録ボりろ設択 

登げくし連選 

期上らも関で 

初読かお音9 
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4/1 r 们 llanos 枢： 0 312 3 4 5678^ 
4/15 10：00 aoi 1 枚兰)甫サオ ij 
4 /U 3：00 piii 1 枚0 3 8 ]654321 


[;■■/ ミ夫赶で表示，りピ -] で印 


ファクスをま信したことび表示をれ、 
お知 S せランプ（ホを）び点灯する 



受信 FAX - 賣 


0 寺巧し、 [ FAX 受信リス 
卜 J を表示する 


! または女で表示したいファクス 
を選ぶ 

I @を巧す 

巧 たてち向にスク□-ルでさることをおし 
ています。 

♦ j よこち向にスク□-ルでさることを示し 
ています。 



暗率切智（防 3-27 ぺ—ジ） 

巧ずたびにお大/縮ル/標準表示されます。 


回 G 転（防 3-27 ぺージ） 

押ずたびに表示を9ぴずつち回転させます。 




なのページを表示します。次のページび 
ないとさは、押しても無効となります。 


'戻る 

0 

1つ前の画面にもどします。 


受信情が' I '戻る 


SHARP IJX-W31CL 




ぶてがプリみ 

4/17 林） 
4:36pm 

阿 

S あります。[受信 FA 

化 Oe 
<2^ 3 件 

受信 FAX £ 

カレンタ ー iffi 船 89^ 郎 FAX -が 5 货 


t 一 


の 


画面にファクスび表示されているとをに、 
を巧します。 


「 FAX 受信 U スト」で、消去したいファクスを 
還び、を2回押します。また、データの 
表示中に毎。を2回押して、ページごとに消 

キヤ巧巧肖ち 

去することわでをます。 


メモリー受信したファクスを画面に表示して確認して 
から、必要なをのをプリントすることびできます。 


-メモ U - 受信とは 


送られてをたファクスを記録紙にプ U ントせずに、 
いったん親機のメモ U - に記録することです。 


メモリ-受信したファクスを画面で見る視てかがリント機能) 


m 


見てか6プリント機能とは 


-夕を消去ずる（咳>3-吕9ぺージ) 


-夕を EP 刷ずる（防 3-27 ぺージ) 


見てか日プリント機能を使うときは、あらかじめ 
巧の設定をしてください。（防已 -1 已ぺージ） 

- 「 FAX 受信ち法を還ぶ」一 r 見てか6プリント」 


未まま 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


y モリー受信したファクスを画面で見る(見てからプリント機能) 
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メモリーま信したファクスを画面で見る（見てか6プリント機能) 


メモ y — ま信枚数-受信件数について 

A 4 サイズの当社標準原稿（英字で文字数び700字 


程度の原稿）を「普通字」で約3日枚までメモリー 
受信でさます。原稿の内容によって、受信でさる枚 
数はをわります。（最大でも約日0枚または30件 
まででず。） 

受信メモ U —と録音用のメモ U - は同じメモリーを 
使用していまず。録音などび残っていると、メモ 
U —受信できない場合びあります。 

■ メモ U - びいつぱいになつたとまは 

受信の途中でメモリーびいっぱいになると、受信び 
止まり通信エラーになります。メモ U —受信した内 
容をプ U ント/消さしたり、不要な録音メッセージ 
を消去してください。または、 「 FAX 受信ち法」 
の設定を「記録紙受信」にしてください。 

( 「記録紙受信」の場合は、インクリボン、記録紙 
びセツトされているか確認してください。セットさ 
れていないと受信でをません。） 


巧"お知6せ 

♦ファクスの受信方法を「メモリー受信」に設定し 
ていると （ FAX 受信ち法を選ぶ已ぺ一 
ジ）、記録紙やインクリボン切れなどでプリント 
でさなかったとさは、「見てからプリント」機能 
と同じ操作で内容をお認でさます。け寺機画面に 
「メモリー受信」と表示されます。 

• 「記録紙受信」の設定で受信したファクスは 
( FAX 受信ちまを選ぶ防已 -1 已ぺージ）、「見 
てからプリント」機能で内容をお認ずることはで 
さ:ません。 




3 n ピ—/ファクス メモリー受信したフアクスを画面で見る(見てからプリント機能) 

n ピ— 
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「見てからプリント」機能を使ってファクスをメモ 
U —受信すると、受信内容を画面に表示して確認する 
ことびでをます。 


d 帮 I で受信データの確認ちまを見ることびでをまず。 


操作のしかた 


r 受信 FAX があ 
日まず。… J 
示される 


と表 r 



化0。 

3 件 

受信 FA ) (びあります。[受信 FA 


カレンダ ー t 傑能選巧皂層 FAX — 寅「登録 


を巧ず 


(/IS lOiOOaro I めミ浦サォ U 
(/ り 3 : 00 pro 1 « 03 IJ 1 S( 3 !I 


ホけ 


[ミ../ま围で表示，[北’-]で印 S 




♦FAX 受信 U ストび表示されます。 

♦ 8 件目し U 陶ま|>)または‘: ▼) で力ーソルを 
移動して表示させます。 


■ 途中でやめるとまは 

歴)を押します。 

■ FAX 受信リストについて 

未お認の受信データのとさ 
は「未」と表示します。 

'-- 1尸 — — — — — — — ^ 」■■ 

通起五理亞罚~〇:未吻 
— ホ物 


(717 rr ： SDam* ド — ■ 

■ VI 日1日：日日 am ! て1枚!戶浦ヴオ ij [ |'|、>^ 
I V 14 3:日日 pm _;[] 間!日3日7日日り21! I ま妳 


受信した受信した枚数ナンバー-ディスプレイ利 
曰付■時（ページ数）用時には相手のちの番号を 
刻を表示を表おします。表示します。 

します。 ネーム-ディスプレイ利用 

時や電話帳に登録している 
ときは名前を表示します。 


曼信 FAX -! 

0 





■ — 



/ミ央定 



み 




、 - 


:▲) または： ▼) で 
表示したいま信 
データを選び、 
国を巧す 


d 標準 i/i ページ 


可 



晤を切替' I 回転なぺージ 


•メモ U —受信したデータを表示します。 

•表示している受信データをスク□ール/化 
大/縮ル/回転/ページ切替/プリント/ 
消ますることびでさます。 

(B を 3-2 日〜 3-27 ページ） 



■ r データげあ日ません J と表示したとまは 

メモ1」一受信されているデータはありません。 

■ 受信情巧を確認したいとまは 


K を巧したあと、を押す。 

(受信 FAX の件数、未確認 FAX の件数、メモリー 
残量（％)び約日秒間表示されます。） 


をお知6せ 

♦ A4 サイズの長さを超える受信データは、 A4 サイ 
ズまでしか表示できません。 

• メモ1」一受信したデータによっては表示されるま 
でに時間びかかる場合をあります。 


メモリー受信したファクスを画面で見る【見てか6プリント機能） 


禱 


ま信したフアクスを 
画面に表示する 


(W 

惇止 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス モリー受信したフアクスを画面で見る(見てからプリント機能) 


®®®©「 
@ © © © 

© ® © © 

□互 
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メモリーま信したファクスを画面で見る（見てか6プリント機能) 


(例）メモリー受信したデータは、下記のよラに表示されます。（受信内容が、複数ページあ 
るときは、1ぺージ目を表示します。） 

現在表示している倍率現在表示しているページ/総ページ 



操作のしかた 


■表示しているデータを上下左ちに動かず（スク□-ルする） 

♦データの端まで表示すると、それしソ上同じち向へは動かな<なります。 


(▲) を押すと、 
上へ動をます 


;◄:を押ずと、 
左へ動さます 



’、ス,1を押すと、 
下へ動をます 


{►；' を押すと、 
ちへ動をます 


次ぺージへ- 


表示したファクスの見かた 


メモ I 」一受信した内容を画面に表おすることびでさま 
す。 （ B ぞ 3-2 已ぺージ） 

表示しているデータを上下左ちに動かしたり（スク 
□-ル）、あ大、縮ルしたりすることびでさます。 


巧"お知5せ 

• 写真原稿や文字のをい原稿を受信したとさは、表示に時間びかかることびありまず。 
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1倍率切替 
0 

1回転 

0 

1巧ぺージ 
0 

味' 




3 n ピ—/ファクス 

n ピ— msss 


.モリー受信したファクスを画面で見る(見てからプリント機能) 













































































■表示しているデータを回転する 

回転ボタンを押すたびにち回り（時計回りに）90度ずつ回転します。 



■ページを変える 

複数ページをメモ U - 受信しているデータのときは、なページボタンを巧ずたびに次のページを表示し 
ます。 


1 ぺージ目 

1 ;欠ろ-ジ 娜す 

2 ぺージ目 

，次べージ 

0 


一 


■id 


を押す 


最後のぺージ 


心ご を押す 


>最後のページを表示して 
いるとさに;欠ページボタ 
ンを押すと1ページ目に 
戻りまず。 


■表示しているページをプリントずる 

表示中に 


□北- 

/巧刷 


を押ず 


表示中のぺージをプ U ントします。（プ U ントしたあとは、待機画面に戻りまず。 
※複数ページのとさは、プ1」ントしたページのみメモ1」一から削除されまず。 

1枚のみのときをプ U ントした FAX データはメモ U - から削除されまず。 

■表示しているページを消去ずる 

表ホホに回押す 

※複数ページのときは、表示していたページのみメモ U - から削除されまず。 

■ メモリーま信したデータを1件ずつミ肖去ずるとまは 
(防 3-29 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

参お大/縮ル表示中にコピー/印刷ボタンを押して 
を等倍でプリントしまず。 

♦ A 4 サイズの長さを超えるデータは、 A 4 サイズま 
でしか表示でをません。 


メモリー受信したファクスを画面で見る【見てか6プリント機能） 


禱 


-0 づを 

■表示しているデータを J 広大/縮ル/標準表示する 

倍率切替ボタンを押ずたびにあ大/縮ル/標準表示されます。 

標準 お大備2倍） 

— -1 » 娜す - 


縮ル 




を押す 



を押す 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


メモリー受信したファクスを画面で見る(見てからプリント機能) 
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4/17 11:3 い m 3枚031りり578 
4 /H 3:00 pm 1权 mm りり 


[ミ../ま冠で表示，北’-で印6 


離 FAX - 覧 

0 


を巧ず 


> FAX 受信リストび表示されます。（防 =3- 
2已ページ） 

>8件目(降は I : A ) または’: ▼) を押して表示 
させます。 


■ 途中でやめるとまは 

歷)を押します。 

■ 1ぺージずごプリントずるとまは 


① 11^^-胃を押す （ FAX 受信 U ストび表示され 
ます。） 

② I :左）または‘,; I でプ U ントしたい受信データ 
を選んだあと、@を巧す（選んだ受信デー 
夕の1ページ目を表示します。） 


③ をへ;ジ を押してプ U ントしたし、ぺージのみを 
表示させる 

④ を押ず（表ホしていたページをプリント 
します。プ U ントしたページは、メモリーが 
ら消えます。） 


プ y ント中にインク U ボンびな<なつたとまは 

受信した内容はメモリーに残っていますので、プ 
U ント中の記録紙を取り出してから (防 8-7 ぺ一 
ジ）、インク U ボンを交換（防 8- 8〜 8-10 ぺ一 
ジ）して<ださい。 


巧"お知 S せ 

• プ U ント中は、子機で電話をかけたり受けたりす 
ることはでさません。 




4/15 10：00 ani 1枚兰浦サオ U ホタ 
4/14 SJOpm 1枚0 3 8 ]654321 ホグ 


[ミ../ま冠で表示，じピ -] で印ち 



▲) または:和で 
プ y ントしたい 
ま信データを選 
ぶ 


闷 

/印刷 


を巧す 


♦プ U ントを開始します。プ U ントした受信 
データはメモリーから消えます。 


m 


メモ U —受信したファクスをプ U ントする 


メモ I 」一受信した内容をプ1」ントずるとさの操作です。 



操作のしかた 



3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


.モリー受信したフアクスをプリントする 
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1 曼信 FAX - 覧 w —■ 

0 を巧し、 

:▲) または：方で 
消去したいま信 
データを選ぶ 

•FAX 受信 U ストび表示されます。（陵 =3- 
2已ページ） 

• 8 件目 LU 降は （▲) またはで力ーソルを 
移動して表示させまず。 


2顯を巧す 

もう一度巧すと 
選択中の受信 FAX データ 
を消ましまず 


' ' ' '戻る 


■ 透中でやめるとまは 

g ) を押します。 


■ 確認済みの畳信データをミ肖去するときは 

① を押し、审またはホで「艦滿受 
信 FAX 全消去」を還ぶ 

② 區]を巧す 

③ もラー度、@を押す 

■ ずべてのメモリー受信データをミ肖まずるとまは 

① 复 S ちを巧し、单，またはみで「受信 FAX 
全消去」を選ぶ 

② 區)を巧す 

③ ちラー度、@を押す 


■ 1ぺージずつミ肖去ずるとをは 

①胃を巧す （ FAX 受信 U ストび表示され 
ます。） 

③,:1)または’:,）で消去したい受信データを選 
び、@を押す（選んだ受信データの1ペー 
ジ目を表示します。） 

③ 巧 S ■シを巧して消去したいページを表示させる 

④ を2回押す（表示していたページを消 
去します。） 

⑤ を巧す（他に受信データびないときは、 
自動的に待機画面に戻ります。） 


4/2 0 1 1:3 0 3111 3巧0 312 3 45678 
4/1? 3:00 pm m 0387654321 


メ 

F, 


禮 


[ミ ••/ ミ夫眉で表示，北‘-で印5 


メモ U —受信したフアクスを消去ずる 


モ U —受信した内容を記録紙にプ U ントしないで、 
AX 受信 U ストから選んで消去することができます。 



©@® 

□ 0 ®® 
□ ©®® 



皂信 FAX - 覧 

心’ 

■'，、1 

( L 回站 [ f ) 

0 

、气 

、、,/ 

キャッチ/ミ瞄 


I ま信備' ' '戻る 


•選んだ受信データが消去されます。 

4画を巧す 


♦他に受信データびないとさは待機画面に戻 
りますのでこの操作をする必要はありませ 
ん。 


ちラー度 

(^〇 を巧す 

キャッチ/ミ肖ま 一 JT 夕 


■3 Z 20 

レ ！ f 


11:30 am 池 m りり6り _未夕 


消去しました 


受信簡 r 


房る 


操作のしかた 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


メモリー受信したフアクスを消去する 


ホホホ 
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メモ 
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ぺージ 
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.■ 4-6 
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留守に設定ずる . 

留守設定を解除ずる . 

録音されている内容を聞く（再生ずる) 

親機で録音内容を再生する . 

子機で録音内容を再生する . 

録音されている内容を消去ずる 

録音を] 件 消去する . 

録音をすべて消去する . 

オリジナル応答メッセージを録音ずる • 



第情 


留巧番 m 


8 8 9 

午午ん 








































m 留守に設定する 





留 

巧 

に 

=rb 
己又 

定 

す 

る 


外出中に相手のちの伝言を録音したり、また、ファク 
スを自動受信します。 

相手のちの用件は、]件につさ最大約3分間録音でさ 
ます。すべての録音を合わせて、最大約20分間また 
は、3日件までです。 



for 

留守 




の®® 
□ ®®® 
□ 0 ®® 
□ ©©© 

回？。口〇 


操作のしかた 



固定応答メッセージ 


「ただ今、留守にしております。ピーッと鳴り 
ましたらお名前とご用件をお話しください。フ 
アクスを送られるちは、スタートボタンを押し 
て < ださい。」 


♦留守ボタンび点灯し、固定応答メッセージ 
び流れます。 

♦録音できる残り時間び5分け下のとさは、 
「残り約〇分、録音でさます。」と流れま 
す。 


■ 自分で録音したな答メッセージ讨リジナルメッ 
セージ）にずるとさは 

① あらかじめ応答メッセージを録音ずる 

(防 4-9 ページ） 

② 隱1を押す 


■ 固定応答メッセージび流れたおと r ピ ー J と鳴る 
までの時間ををえるとをは 

はじめは2秒に設定されています。1砂または4秒 
に変更することびでさまず。 

(発信音待ち時間0^目-日ページ） 


巧"お知6せ 

• 才 U ジナルメッセージにしたとさでを、ファクス 
受信できなくなったときや録音びできなくなった 
とさは、自動的に固定メッセージに切り替わりま 
す。 （ i ®=4-3 ぺージ） 

参録音時間び残り1分下、または残りの件数び3 
件じ(下になっているとさは、留守設定したときに 
「メモ U - びをうすぐいっぱいでず。」と音声で 
おがらせします。このときは不要な録音を消して 
ください。（防 4-8 ぺージ） 

•ファクスのメモ U - 受信データびあると、録音で 
さる時間び少なくなります。 

•留守設定中にファクスをメモ U —受信すると、 
ディスプレイに r 受信 FAX びあります…」と表示 
されまず。（防 3-23 ぺージ） 













































■ な答メッセージが流れるまでの呼出音の回巧をお 
えるときは（留守モード時のコール回巧） 

応答メッセージび流れるまでの呼出音の回数を設 
定します。 

が登録—を押し、▲'，'また联▼，'で「音関連設 
定」 a を愚で一 

② 阁を巧し、または：、;,で「親機呼出音」を 
還ぶ 

③ 駐を巧し、：'人,または’’子'‘で「留守時〕ール 
回数」を選ぶ 

④ 店3を押し' ，または‘ス，'で「回数選択」を 

還ぶ 

⑤ i /; y を巧し、ダイヤルボタンでコール回数を入 
力する （01 回〜2已回） 

⑥ 區)を巧す 

⑦ 處]を押す 


■ 巧手の方び自動送信でファクスををつているときは 

「ポー-ポー'''」といラ音を検出すると、自動的 
にファクス受信に切り替わります。（ファクス受 
信巧能な場合のみ） 

■ 留守設定中に巧手の方の録音中の青を聞<とまは 
{お青拝巧） {防 9-6 ぺージ） 

お声拝聴の設定を「あり」にすると留守録音中に 
巧手のちの録音中の声と応答メ ッ セージびスピー 
力一から聞こえます。（工場出荷時は「あり」に 
設定されています。） 

「なし」に設定すると録音中の声と応答メッセー 
ジは聞こえません。 


巧"お知 S せ 

• 応答メッセージび流れているときや録音び始まっ 
てか5受話器を取ると、通話できます。（親磯¬ 
子機とち） 

ただし、増設電話機では通話できません。 

• メモ U —容量びないとさ（メモリーびいっぱいの 
とき）は、ファクスをメモリー受信することや緑 
音することびできませんので、応答メッセージび 
自動的に切り替わります。もとの応答メッセージ 
に戻ずとさは、メモ1」一受信データをプリントま 
たはミ肖まするか（防3-28、 3-2 日ぺージ）、不 
要な録音を消ましてください。（应=4-8ページ） 
•録音とメモ U - 受信は同じメモリーを使用してい 
ます。メモ U —受信データびあると録音でをる時 
間びみなくなります。 


留守に設定する 




固定応答メッセージの内容は変わりまず。 


ファクス受信できるび、録音でをないとを 

「ただ今留守にしております。ファクスを送られるちは、 
スタートボタンを押してください。電話のちは、恐れ入り 
ますび、後程おかけ直しください。」 

録音はでをるび、ファクス受信できないとを 
(インク U ボンびないとをなど） 

「ただ今留守にしておりまず。ピーと鳴りましたらお名前 
とご用件をお話しください。」 

ファクス受信も録音ちできないとを 

呼出音び鳴り （2 已回）、「ただ今留守にしております。恐れ 
入りますび後程おかけ直しください。」 （3 回流れます。） 
※ただし、 U モート操作（防已 -17 〜巳 -19 ぺージ）するため 
の暗証番号び登録されていないと応答しません。 




留守に設定する 


4-3 








留守に設定する 


着信までの呼出回数と卜ールセーパ’一 

留守モードでは着信までの呼出回数を設定するか、「 I ルセーバー」といラ機能を選択できます。 
トールセーバーを還択すると、が出先から留守番電話のメッセージび入っているかどラかをお認でを 
ます。 

<外出巧か5メッセージの有無をお認ずる（ I ルセーバーのとき）> 

外出先から自宅に電話をかけて、留守まメッセージび再生されるまでの着信回数を確認します。 

メッセージびあるとき . 呼出回数2回で着信）、着信 音び3回鳴った時点で、メッセージび 

メッセージびないとき . D 乎出回数5回で着信 ] ^録音されていないことびねかります。3回 

鳴った時点で電話を切れば通話料はかかり 
ません。2回鳴って電話びつなびったとさ 
は、 U モート操作（防已 -17 〜已 -19 ペー 
ジ）によって音声メッセージを確認するな 
ど、親機を操作することびでさます。 


■留守モード時のコール回巧を r 卜ールセーバ ー J 
にずるとをは 

が登81’を押し、▲'，または‘‘、▼，'で「音関連設 
定」。を選ぶ — 

② 駐を押し、またはス，'で「親機呼出音」 
を愚3\ 

③ 駐を押し、.，'または’’、！}で惜守時〕ール 
回数」を選ぶ 

④ 駐を押し、 ；' 人;またはス;で「卜-ルセ-パ' 
一」を選ぶ 

⑤ 區]を押ず 

⑥ 歴]を押す 
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1§) を巧す 

留守設定中に録音びあ 
ると点滅しています。 

▲ 

< 障] ►一 跨 1 

I — > 一 | ,_, 録音されている件数び表 

[点滅 1 I ミ肖な I 示されます。 

•留守を解除すると、留守設定中にかかって 
きた録音内容を自動的に1回再生しまず。 
♦再生中は4-已ページと同じ操作で「早聞 
き」「遅聞き」「なの録音にとばす」「1 
つ前の録音に戻ず」ことびでさます。 

•録音内容を1件再生するごとに、録音され 
た曰時を音声でお知らせします。 
(タイムスタンプ） 

•留守設定を解除しなくても、留守録を聞く 
ことびできます。 （B 穿 4-6 ぺージ） 

■規機のディスプレイに[受信 FAX びあ日ます。 
••• J と表示しているとをは 

送られてきたファクスびメモ U —に残っています。 
ずべての受信データを表示すると「受信 FAX びあ 
りまず。'''」の表示びミ肖えます。[防 3-23 ぺ一 
ジ） 



留守設定 L ソ降の再生について 

留守設を 留守設定解除 


1件目 
再生ス三 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再をスミ 

5件目 
未再生 

6件目1 
未再生1 

1_^ 


留守設定なをの録音を巧 
生します。留守設定じけを 
の録音びない場合は自動 
巧生はしません 

■ 再をを途中でやめるときは 

[居®止 _] を押します。 

■ 留守ボタンが点滅しているとまは 

♦留守設定中に1回点滅しているときは、新し 
く入った録音びありまず。また、メモ録音や 
通話録音び入ったとをを点滅します。 

参留守を解除したあとでち、2回点滅しているとさ 
は、まだ再生していない（未再生）録音（メモ録 
音や通話録音、留守録）びあります。 

再生ボタンを押して約3秒 Li (上再生すると再 
生済みになります。全て再生ミきみになると消 
灯します。 

♦まだ再生していない録音を聞くときや、録音 
をもラー度聞き直すとさは、「録音されてい 
る内容を聞く（再生する）」（防4-已〜 4-7 
ページ）の操作をします。 

をお知 S せ 

参一度聞いた不要な用件は消去してください。録音 
されている用件びをいと、メモ1」一容量び少なく 
なり、新しく録音することやファクスを受けるこ 
とびでをなくなることびありまず。 

♦消去しない限り、新しく録音される用件は、前の 
用件の最後に続けて録音されます。 

• 親機の曰付と時刻の設定びまちびっていると、ま 
ちびった曰付と時刻び記録されます。 （B を]-34 
ページ） 



留守設定を解除ずる 


餘 


帰ちしたあと留守設定を解除するだけで、留守中に録 
音されたメッセージを聞< ことびでさます。 




操作のしかた 



留守設定を解除する 
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) を巧す 


• 「留守」に設定しているときと、していな 
いとさでは再生する内容び変わりまず。 

(約3砂し U 上再生した内容は再生ス S にな 
りまず。） 

再ちを途中でやめるときは 

@を巧します。 


巧の録音にとばずときは I 

再生中に、©を巧す 


早聞をや雇聞をずるとをは 


再を中に、@を巧す（速くなる） 

畢 

5己5 

ち5—度、@を巧す（遅< なる） 

畢 

も5-度、瓶）を巧す（もとに戻る） 


今聞いている録音を聞き直ずときは 


再生中に、©を巧す 


留守設定しているとき 
留守設定 


留守設定公後の録音を再 
生する（留守設定な後の 
録音びない場合は1件目 
から再生） 

留守設定していないとを 


未再生の録音しソ後を再生する 
(未再生の録音びない場合は1件目から再生） 


再生中に、©を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再生しまず。 

聞さたい録音まで戻すとさは、更にくり返して 
が！を巧します。 （1 回巧ずごとに1件ずつ） 

3砂 liLh 再生したあと、 (£) 
ボタンを2回続けて巧ずと 


刚 
再生スミ 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生スミ 

5件目 
未再生 

日件目 
未再生 


♦ 

♦ 

-1 


聞さたい録音まで戻すとさ 1つ前の録音 

は、さ引こ@をく 0返し thw 

押してディスプレイで件数 
を確認する 


n つ前の録音に戻ずときは 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

己件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

日件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


再生中は巧のような操作びできます。 


再生 

巧1?日3： 00 PM 
内容:用件 再生:未 

1件目再生中 

©— で次の録音，で前の重 


■ 再を中に電話がかかってをた6 

再生び止まります。このあと受話器を取ると、通 
話でさまず。 




録音されている内容を聞 < (巧生する) 


親機に録音されている内容（留守中に録音されたメッ 
セージや通話録音、メモ録音）を再生するとさの操作 
です。 




し 


親機で録音内容を再生する 


操作のしかた 


受話器を置いたまま操作します。 



録音されている内容を聞く (再生する) 










































































0 を 2 回巧す 


>惜守」に設定しているときと、していな 
いとさでは再生する内容び変わります。 

(約3秒(上再生した内容は再生ス S にな 
ります。） 


■ 再をを途中でやめるときは 

^を押します。 


再生中に、 g ) を巧す 

再生中に、を巧す 

ちとに戻すとまは、ち 5 —f 

今聞いている録音を聞き直ずと 

再生中に、 （ gl を巧す 


留守設定しているとき 
留守設定 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

日件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


留守設定公後の録音を再 
生する（留守設定^^(搜の 
録音びない場合は1件目 
から再生） 

留守設定していないとを 


I 1件目 
睦生スミ 


2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

日件目 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


■ 


未巧をの録音な後を巧をする 
(未再生の録音びない場合は1件目から B 生） 


再生中は巧のような操作びでをます。 


夏、@を巧す 


こさは 


1つ前の録音に戻ずときは 


再生中に、咳多)を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再をします。 

聞さたい録音まで戻すとさは、更にくり返して 
を押します。（1回押ずごとに1件ずっ） 

3秒な上巧生したあと、 細') 
ボタンを2回続けて巧ずと 


刚 
再をスミ 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生スミ 

巳件目 
未再生 

目件目 
未再生 



♦ 

-1 


聞さたい録音まで戻すとさは、 ] つ前の録音 
さらに ( 5 r 化) をくり返し巧すに戻る 


早聞をずるとをは 


次の録音にとばずときは 



録音されている巧客を聞く（再をする） 


酱 


子機で録音内容を再生する 


■ 再を中に電話びかかってまた6 

再をび止まって呼出音び聞こえます。このあと 
を S を押ずと通話でさます。 


をお知 S せ 

• 一度聞いた不要な用件は消モしてください。 

(防 4-8 ぺージ）録音されている用件び多いと、メ 
モリー容量びかなくなり、新しく録音することやファ 
クスを受けることびでをなくなることびありまず。 
♦消ましない限り、新しく録音される用件は、前 
の用件の最後に続けて録音されます。 

• 親機の日付と時刻の設定びまちびっていると、ま 
ちびった曰付と時刻び記録されます。 

(防 1-34 ぺージ） 


操作のしかた 


録音されている内容を聞く (再生する 



操 

で 

態 

犬 

が 

せ 
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操作のしかた 


受話器を置いたまま操作します。 


消したい録音を再生 
中に 

趣日ホ2回巧す 

キャッチ/ミ肖ま C " レ» 


2件目消去しました 


録音をすべて消去する 


操作のしかた 


心。を巧し、 I ' A'I 

キャッチ/ミ肖ちらツ W 、 、、-' 

または： ▼) で r — 
船録音き消去 J 
を選ぶ 


を巧す 


各種消去 
—般録音全消去 
着信記録全消去 
受信 FAX 全消去 
確認済受信 WX 全消去 
お断り番号全消去 
風で選択，巧眉で決定 


る 


@を巧す 


消去しました 


—録曰全/円ろ 


[ミ../み冠で消去します 


戻る 


■ 規巧のメモリーの巧量をお認ずるとまは 
(メモリー巧量表ホ） 


① I 機自!遇がを押し、，ぶ I または,: V )で「メモ U - 
残量表示」を還ぶ 

② 區]を押す 


メモリー残量60% 




録音されている内容を消去ずる 


一般録音（留守中に録音されたメッセージや通話録 
音、メモ録音）を消去します。 




し 


録音を1件消去する 



録音されている内容を消去する 
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③檐）を押ず衔機画面に戻りまず) 








































































rS を® R を巧し、库 I 

または： ▼) で r 才 
リジナルおき J を 
選ぶ 

〇を巧し、 r 録 
音 J を選ぶ 


S) を巧す 


4ま話巧を取る 


機能選択 
1 コピー 設定 
2着信記録 

3インク U ボン使用量 
4メモ録音•通話録音 
己オリジナル応答 
棋で選択，も./ま冠でミ夫定 


オリジナル応答 


1録音 

2消去 
3再生 


m で選扔も./ま冠でミ央定 


才 U ジナル応答録音 
受話器をお取り<ださい 



這 y を巧し、ま 
話器で応答メツ 
セージを話す 



応答メッセージの例 


「はい、〇〇です。ただ今留守にして 
おりますので、ピーといラ音び鳴りま 
したら、メッセージをお話しください。 
ファクスを送られるときは、スタート 
ボタンを押して < ださい。」 


録音び終わったら 

を巧し、 


◎ 
厚止 


受話器を房す 



♦録音したメッセージを再生します。 


■ 透中でやめるとまは 

が1を押します。 

■ 応答メッセージの内容を巧えるとまは 

録音した内容を消してから、もつ一度録音します。 

■ 応答メッセージの内容を聞<とさは 

手順2で「再生」を選び、@を巧しまず。 

才 U ジナルメッセージび再生されます。 

■ 応答メッセージをミ肖ずとまは 

手順2で「消去」を選び、@を巧しまず。 


巧^お知6せ 

参応答メッセージを録音すると、留守設定時には録 
音した応答メッセージ（才1」ジナルメッセージ） 
び流れまず。固定応答メッセージに戻したいとを 
は、録音した応答メッセージを消してください。 

参応答メッセージを録音していても、ファクス受信 
できなくなったときや録音でをなくなった場合 
は、自動的に固定応答メッセージに切り替わりま 
す。（防 4-2 〜 4-3 ぺージ）記録紙やインク U 
ボンをセットして受信内容をプ U ントしたあと、 
または用件を消まずると才1」ジナルメッセージに 
戻ります。 


才 u ジナル応答メッセージを録音する 


检 


留守設定したとさに流れる固定応答メッセージの代わ 
りに、自分でメッセージを1種類録音でさます。（才 
1」ジナルメッセージ）録音でをる時間は他の録音と合 
わせて最大約2□分です。 


操作のしかた 



才 U ジナル応答メッセ—ジを録音する 


4-9 

















































